
令和 7年度 本部事務部門 事業報告（案） 

 

1. 理事会、評議員会、監事監査開催状況 

 

  【理事会】令和 7年度における理事会を以下の通り開催。 

 開催 主な審議事項 

第 1回 令和 7年 6月 3日（火） 

・令和 6 年度事業報告及び令和 6 年度計算書類並び

に財産目録の承認について 

・任期満了に伴う新役員（理事・監事）候補者の選

定について 

・任期満了に伴う新評議員候補者の選定について 

・評議員選任解任委員会の招集について 

・定款変更について 

・就業規則変更について 

・管理者変更について 

・役員賠償責任保険の更新について 

・定時評議員会の招集について 

報告事項 

・理事長の職務執行状況について 

・運営指導結果について 

第 2回 令和 7年 6月 20日（金） 

・理事長互選について 

・評議員選任解任委員会委員選任について 

・就業規則変更について 

報告事項 

・新評議員について 

第 3回 
令和 7年 7月 23日（水） 

決議省略 

・新規部署設置及び人事について 

・管理者変更について 

・就業規則変更について 

第 4回 
令和 7年 9月 11日（木） 

決議省略 

・管理者変更について 

第 5回 令和 7年 12月 8日（月） 

・令和 7年度第一次補正予算について 

・相談支援事業所長寿園あかりサテライト事業所開

設について 

・管理者変更について 

・事業所料金見直しについて 

・管理規程、運営規程変更について 

・就業規則変更について 

・入札及び随意契約について 

・第 1回臨時評議員会の招集について 

報告事項 

・理事長職務執行状況について 

・コロナ・台風慰労金について 



・運営指導結果について 

第 6回 令和 8年 2月 5日（木） 

・定款変更について 

・賃金規程変更について 

・運営規程変更について 

・施設長、管理者変更について 

・第 2回臨時評議員会の招集について 

報告事項 

・特定技能、外国人技能実習生受け入れについて 

・運営指導結果報告について 

・入札結果報告について 

第 7回 令和 8年 3月 12日（木） 

・令和 7年度 第二次補正予算について 

・令和 8年度事業計画について 

・令和 8年度当初予算について 

・理事辞任及び辞任に伴う欠員補充（候補者選定）

と資格要件等変更について 

・評議員選任解任委員会委員辞任及び辞任に伴う欠

員補充について 

・規程変更について 

・第 3回臨時評議員会の召集について 

報告事項 

・理事長職務執行状況について 

 

【評議員会】令和 7年度における評議員会を以下の通り開催。 

 開催日 主な審議事項 

定時 令和 7年 6月 20日（金） 

・令和 6 年度事業報告及び令和 6 年度計算書類の承

認について 

・任期満了に伴う新役員（理事・監事）選任につい

て 

・定款変更について 

報告事項 

・新評議員について 

・役員賠償責任保険更新について 

・管理者変更について 

・就業規則変更について 

・運営指導結果について 

第 1回

臨時 

 

令和7年12月22日（月） 

・令和 7年度第一次補正予算について 

・相談支援事業所長寿園あかりサテライト事業所開

設について 

 

報告事項 

・管理者変更について 

・事業所料金見直しについて 



・管理規程・運営規程変更について 

・就業規則変更について 

・コロナ・台風慰労金について 

・入札及び随意契約について 

第 2回 

臨時 
令和 8年 2月 17日（火） 

・定款変更について 

報告事項 

・賃金規程変更について 

・運営規程変更について 

・養護老人ホーム寿光園施設長変更について 

・特定技能、外国人技能実習生受け入れについて 

・運営指導結果報告について 

・入札結果報告について 

第 3回 

臨時 
令和 8年 3月 24日（火） 

・令和 7年度第二次補正予算について 

・令和 8年度事業計画について 

・令和 8年度当初予算について 

・理事辞任及び辞任に伴う欠員補充（選任）と資格

要件等変更について 

報告事項 

・規程変更について 

  

 

【監事監査】 令和 7年度における監事監査を以下のとおり実施し、指摘事項を改善。 

開催日 指摘事項 

令和7年5月23日（金） 会計監査 

1. 未払金の翌月支払い分について、計上の検討をすること。 

→ 末日締めの物は、ある程度未払金計上に移行したが、一部、

未処理の物があるため、残りの部分を令和 8 年度中に顧問の会

計事務所と検討する。 

 

2. 改築・補修については、資金繰りの面も考慮し、長期的な計

画を立てること。 

→ 改築・補修については、建物等の耐用年数、返済状況を勘

案した計画は立てており、修繕積立金を行いながら、改修

費の資金繰り検討や計画を見直す。 

  また、資金繰りについては、今年度も修繕積立金を組む。 

 

法人運営 

指摘事項なし 

 

 



令和 7 年度 統合リスク管理室 事業報告（案） 

 

１．中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目の達成状況  

各事業所運営（加算取得・申請作業）・契約業務、システム管理、内部統制等の法人

運営の維持・向上に向けて以下の目標をもとに活動した。 

① 利用者支援の基本目標 

各事業所の加算取得、変更届出、新規事業所開設等に係る申請手続きについて計 

   画的に支援を実施した。国保連・登記・契約関係を含む各種申請業務のサポートに 

より、現場職員の事務負担軽減と申請精度の向上を図り、新たな加算取得を通じて 

介護サービスの質向上に寄与した。今後も事業所の運営支援を継続し、円滑なサー 

ビス提供とさらなる質の向上を目指す。 

② 人材獲得・人材育成 

総務課および関係プロジェクトメンバーと連携し、ジェンダー平等推進事業をはじ 

めとする各種制度情報の収集・共有を行った。女性活躍推進の取り組みの成果とし 

て、えるぼし認定（三つ星）を取得し、法人価値の向上と人材確保の基盤強化を図 

った。また、必須研修に加え、専門研修やオンデマンド研修を含む e ラーニングシ 

ステムの設定および運用を開始し、職員の学習機会の拡充と研修実施の効率化を進 

めた。 

③ 働きやすい職場環境作り 

既存の保険や機器等の契約内容について見直しを行い、福利厚生や施設のハード 

面等の向上を図った。併せて、各種規則・規程の見直しおよび整備支援を行い、組 

織運営の透明性と公正性の向上に努めた。 

導入済みの各種システムについては、維持管理および活用を継続するとともに、 

新たな業務効率化に資するシステムの情報収集および導入検討を実施した。生成 AI 

については、セキュアな環境下で一部業務への活用を開始し、議事録作成等におい 

て作業時間短縮など一定の効果を確認しており、今後活用展開していく段階である。 

④ 施設・設備の改善 

各事業所の計画に基づき、入札対応や業者との折衝を行い、修繕等が円滑に進む 

よう支援した。また、サイバーセキュリティの重要性が高まる中、法人全体のネッ 

トワーク構成およびセキュリティ設計の見直しを実施し、再構築を完了した。 

併せて、動作不良や耐用年数を経過した PC および Office ソフトの計画的な入替 

を行い、業務の安定運用と効率化を図った。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

加算取得や新規取得の申請・契約書類を確認し、事業所のスムーズなサービス提 

供を支援した。入所系施設では、相談業務の効率化と待機者情報共有のためシステ 

ム化を検討しているが、まだ実用段階に至っていない。 

 



⑥ 内部監査 

令和 6 年度実施状況をもとに対象事業所を絞り、運営指導に準じた内部監査を実

施。指摘事項について改善報告書での確認及び再確認、提案事項を実施するための

支援など、適正に業務が行われるように取り組むことができた。 

   【内部監査実施事業所】 

5 月 小規模多機能ホーム哲ちゃん家 

7 月 
企業主導型保育事業池田保育園 

グループホームあいら 

8 月 
ホームヘルパーステーション鹿屋長寿園（訪問介護） 

プライエボーリ優花里 

9 月 グループホームふれあい 

11 月 在宅老人デイサービスセンター鹿屋長寿園 

12 月 ミニデイサービス舷揮くん家 

2 月 法人本部事務 

3 月 情報セキュリティチェック 

 

２．生産性向上への取り組み 

ネットワーク再構築や業務スケジュール管理システム化、AI 活用による問い合わせ対応や

議事録支援ツールの導入、情報共有の効率化、eラーニングによる OJT強化、理念や行動指

針の共有などの施策を実行し、生産性向上に貢献した。 

・ネットワークは医療情報システムガイドラインに沿って再整備し、セキュリティと保 

守性を強化。 

・タスク管理システムで業務分担を明確化し、チーム作業の停滞を解消。 

・SmartHR 等のシステム活用を促進し、業務効率を向上。 

・手順書と AI 自動回答体制を整え、未導入システムにも対応できるよう習熟度を高めた。 

・「Norman」導入で議事録作成時間を短縮。 

・Teams 等のチャット利用を推進し、紙回覧を削減。 

・e ラーニングや研修動画で新人教育にも活用可能な OJT 体制を構築中。 

・規程管理システム導入を検討し、理念・行動指針の共有を強化している。 

 

３．総合評価 

  令和 7年度は、法人運営の維持・向上を目指し、加算取得支援や契約業務、システ 

ム管理、内部統制など多岐にわたる活動を展開した。各事業所の申請作業負担軽減や 

新たな加算取得の推進を通じて、サービスの質向上と運営支援を実現した。人材獲得・ 

育成では、ジェンダー平等推進事業や効率的な職員研修の実施、eラーニングシステム 

の導入により、職員の能力向上と法人価値の向上に寄与した。 

職場環境整備では、保険や機器契約の見直し、規程の整備、システムの維持管理・ 



導入検討を進め、働きやすい環境づくりに努めた。生成 AIの活用やネットワーク・セ 

キュリティ設計の見直し、PC・Officeソフトの計画的入替など、ICT活用による業務 

効率化と安定運用も推進した。施設・設備面では、入札対応や修繕の円滑化、サイバ 

ーセキュリティ強化、入居率・稼働率向上に向けたシステム化の検討を行った。 

生産性向上への取り組みとしては、ネットワーク環境の再構築、業務スケジュール 

管理のシステム化、SmartHR等のテクノロジー活用、AIによる問い合わせ対応や議事 

録作成支援ツールの導入、情報共有ツールの推進、eラーニングによる OJTの仕組み構 

築、理念・行動指針の共有強化などを実施し、業務効率化と職員負担軽減に大きく貢 

献した。 

これらの取り組みを通じて、法人全体のリスク管理体制とサービス品質の向上、持 

続可能な組織運営の基盤強化を達成した。 

 

４．次年度への課題 

令和 7 年度においては、生成 AI の試行的導入、ネットワークインフラの再構築、PC・

ソフトウェアの計画的更新、e ラーニングの導入、内部監査の実施など、主要な業務改

善施策について一定の成果を上げ、業務効率化及び組織運営基盤の強化を図った。   

令和 8 年度においては、これら達成済みの基盤を踏まえ、生成 AI・ICT 活用の本格

展開、内部統制およびガバナンス機能の高度化、施設・設備および情報インフラの計

画的更新、人材育成と職場環境整備の継続的推進を通じて、法人運営の安定化と持続

的な成長、組織力の一層の強化を目指す。 

 

ネットワーク・通信インフラ・セキュリティ 

再構築したネットワーク環境を活用し、DX（推進や新たな業務システム導入を加速 

させる。また、耐用年数を大幅に超えた電話環境の再構築を進め、災害時の通信手段 

の確保と通常業務の安定化を図る。サイバーセキュリティ対策は継続的な教育・訓練 

を実施し、全職員のリテラシー向上を目指す。 

 

業務効率化・IT 活用 

各部署が主体的に業務プロセスの見直しと IT 活用を推進できるよう、現場の声を反 

  映したシステム改善やサポート体制の充実を図る。 

 

令和 8 年度介護職員等処遇改善加算改定対応 

次年度においては、令和 8 年 6 月施行の介護職員等処遇加算改定に対応するため、 

申請書類の整備および申請フローの明確化、関係部署への周知を進め、期日内の確実 

な申請と円滑な処遇改善の実施を図る。 



令和 7年度 事務局総務課 事業報告（案） 

  

1.中期（令和 7年度～8年度）重点項目 

① 同一労働同一賃金の実現に向けて職員処遇の基本となる新しい賃金制度の導入について、 

  顧問の社会保険労務士にも相談しながら検討を行ったが、現在の恵仁会の雇用形態の状 

況では、複雑であるとのことで、進めることができなかった。現在の雇用形態の職員に 

不利益が出ず、経営的にも支障が出ないかを確認しつつ、継続して検討していく。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

取り組みとして欠員補充の採用について、以前は、書類や入職時健康診断等の関係もあ 

り、毎月 1日及び 16日を採用日としていたが、内定から入職手続きまでの処理を担当者 

以外の職員でも対応できる体制にしたことで、スムーズに対応し、早期採用ができるよ 

うになった。その他、短期離職（入職１年以内）を防ぐために入職時及び中途採用者向 

け面談に取り組んだ結果、事前に悩みや相談を受けることができ、離職防止につながっ 

た。 

   また、外国人技能実習生に関しては、組合との連携を図り、事務手続き等、トラブル防 

止につながった。人材育成については、恵仁会全職員の資質向上につながるよう顧問社 

労士による研修会を実施した。また、総務課職員の次世代育成のために、研修に参加さ 

せ（社会保険、給与計算、各種制度改正）、総務課リーダー等については、法人運営に関 

する理解を深めるために、監事監査及び雇用関係の調査へ立ち会ってもらい、経験を積 

ませることができた。 

③ 働きやすい職場環境づくり 

直接処遇を行う職員が働きやすい職場づくりのため、職員の健康管理（定期健診、夜勤

者健診、再検査対象者への啓発、乳がん検診、メンタル不調者の休復職対応、産業医に

よる健康相談、病気療養後の復帰支援）を実施した。傷病やメンタル不調等の職員が増

えている中、顧問社労士の協力を得て、復帰に向けたプログラムを実施できた。あわせ

て、職員および総務課の業務効率化を図るため、入職・異動等の各種手続きの簡素化を

目的に SmartHRの活用を検討したが、主要業務の効率化が進まず、活用には至らなかっ

た。今後は、業務整理を進めた上で、運用の可否を含めて継続検討する。 

   ④ 施設・整備の改善 

    施設・整備の改善については、総務課として、産業医による施設巡視等での指摘箇所の 

情報提供をし、修繕や整備が必要な箇所については、施設管理に依頼し、改善できた。 

２.生産性向上への取り組み 

  ① 職場環境の整備 

離職防止のために、相談窓口以外に、中途採用者相談窓口として事業所を周り、その結

果、事前に悩み等を確認し、管理者や課長と共有することで、離職を防ぐことができた。

必要時には、毎月 1回行われる顧問の社会保険労務士訪問時に相談対応を行った。 

②-1 業務の明確化と役割分担（1）業務全体の流れを再構築 

   業務のサポート体制については、業務の入れ替えにより、当事者同士がそれぞれの業務 

に時間を要し、連携を図ることができなかった。今後は、各担当者の行っている業務の 

洗い出しを再度行い、作業のムダを削減した上で、連携を図る時間を確保する。 

 



②-2 業務の明確化と役割分担（2）テクノロジーの活用 

    職員との書類のやり取りについて、SmartHRを活用して、簡素化及びペーパーレス 

化を進めているが、採用時の書類や労働条件通知書等、具体的な目標はあるが、実施 

に至っていないため、今後も検討し、実行していく必要がある。 

  ③ 手順書の作成 

      現在、総務課ではそれぞれの業務を担当制にて行っているが、職員の対応を円滑にでき 

るように、業務フローを作成し、他の職員でも対応できることを目標としている。現時 

点では、業務の一部（社会保険関係や採用時手続き等）は、対応できるようになってい 

るが、他の業務はまだ対応できていないので、今後、継続して進めていく。 

  ④ 記録・報告様式の工夫 

紙書類での情報共有については、雇用関係（採用・異動・退職等）は BOXを活用し、必

要な情報共有は LINEWORKSを活用することで、減らすことができた。 

  ⑤ 情報共有の工夫 

情報共有については、総務課では職員全体への情報が多いため、LINEWORKS 以外にもケ

アズコネクトのチャットを活用し、発信力を強化している。また、在宅会議等でも労務

関係の制度改正についての情報発信を行った。 

  ⑥ OJTの仕組み作り 

中途採用の離職が増えている中、フォローアップ体制として、スマートジョブプロジェ

クトの協力を得ながら、各事業所を周り、相談や悩みを聞き取り、離職防止への取り組

みができた。 

⑦ 理念・行動指針の徹底 

報連相の強化として毎月の総務ミーティングを予定していたが、結果、年 2回しか実施

できず、こまめな情報交換を行えなかった。各担当者の業務の兼ね合いもあるため、ミ

ーティングも必要だが、LINEWORKS 等のツールを上手く活用し、日々の業務の中でこま

めに情報交換できる手段を検討していく。 

 

３.総合評価 

令和 7年度は、総務課の中でも主要な業務である給与業務と社会保険業務の入れ替えを

行った。相互の業務の引き継ぎが上手くいかなかった部分もあるが、これまでの手作業に

よる複雑な業務を規程に沿って見直し、簡素化を進めることができた。しかし、1 つの業

務にかかる時間については、効率化がまだ十分に図れていない部分が多く、今後の大きな

課題である。 

 

４.次年度への課題 

 令和 8年度では、総合評価にも記載している通り、業務の効率化が図れていない業務に

ついて、特に給与処理を中心に業務のプロセスを把握し、簡素化できる部分を見つけてい

く。 

 また、効率化とペーパーレス化を目的とした電子化（まずは、採用時書類及び雇用関係

から）を進めていく必要がある。 

 大きな課題として、日々のこまめな情報共有がなされていないため、LINEWORKS の活用

を進める。あわせて、日常業務の中で必要なコミュニケーションを強化していく。 



 令和 7年度 事務局【経理課】 事業報告（案） 

 

1. 中期（令和 7年度～8年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

テレワークを 1人当り平均 2.8回実施、また、クラウドシステムや LINEWORKSを 

活用し、在宅で日常業務を集中して行った結果、前年度同様、約 2日分の時間効率化 

を図ることができた。会計業務を顧問会計事務所へ外注に出すことで、業務の効率化 

に繋げ、効率化によりできた時間を短期入所の送迎や本入所の利用者様の透析送迎 

等の時間へ充てることができた。その他、在宅事業所のレセプト請求業務や勤務実績 

集計等の事務業務については、実施できてはいるが、経理課職員の退職等もあったた 

め、充てる時間は減少した。  

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

【人材獲得】 

ハローワークへの求人提示方法（賃金表示方法を変更）を行い、恵仁会への就職率

が上がる取り組みについては、処遇改善加算の分配方法を変更しなかったため、実施

できなかった。 

【人材育成とチームワークの強化】 

職員のスキルアップについては、会計処理の初級編へ 1名、その他、リーダー研修

や次世代育成を目的とした研修に 1 名参加させ、新卒の会計担当者の会計のスキル

アップと、経理課リーダーの、リーダーとしての動きや考えをふまえてスキルアップ

を図ることができた。また、法人監査及び監事監査時の対応、決算処理や理事会・評

議員会での報告等にも参加させ、次世代育成を図ることができた。 

③ 働きやすい職場環境作り 

テレワーク業務を 1人当り月平均 2.8回実施し、感染症対策、業務の負担軽減及び

業務の効率化を図ることができた。受付システムについても、統合リスク管理室及び

各部署の協力をもらい導入できた。受付システムの浸透は、100％ではないが、以前

と比べて、土日祝日出勤時に 1 人にて対応を行っている業務負担軽減及び業務効率

化は、少しずつ図られている。その他、納品書及び領収書処理、更にキャッシュレス

をふくめたシステム導入については、該当する業者を見つけることができたので、今

後、デモを含めて導入へ進めていく。 

④ 施設・整備の改善  

各事業所の建物に関する大規模修繕に関しては、耐用年数をもとに以前作成した 

計画を原案としており、修繕積立金を今年度も実施することができた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上 

毎週、各事業所の稼働状況を Box内のエクセルにて共有し、今月の見込みや予算 

との差額をリアルタイムに情報共有できた。その情報をもとに、本部長や利用者オペ 

レーターとも連携を図り、利用者獲得へつなげることができた。収支については、予 

算実績対比表を活用し、今まで通り、管理者へ情報提供を行った。 

物価高騰への対策については、毎月、金額や使用量等をグラフ化し、会議や事業所

別収支報告にて各事業所へ情報提供し、意識させることができた。具体的な対策とし

て、マスクや感染症対策用品の見直しと、単価交渉等も行うことができた。 

 



2.  生産性向上の取り組み 

 ①職場環境の整備 

   例年通り、書庫整理等、事務所内での書類については、見やすい配置にすることがで

きたが、過去の倉庫にある書類は、探すのに、時間がかかるため、より電子化を進めて

いきたい。 

②-1業務の明確化と役割分担 （1）業務全体の流れを再構築 

   経理課職員全員の月間及び年間スケジュールを集計し、業務の洗い出しを行ったこ

とで、退職者の部分の業務を上手く振り分けることができた。 

 ②-2業務の明確化と役割分担（2）テクノロジーの活用 

   日常及び土日祝日の受付業務の負担を減らすために、システム導入を行った。 

  全体的な浸透はまだであるが、少しずつ負担が減ってきている。 

 ③手順書の作成 

   利用者情報や経費推移等、共有データをうまく活用し、情報共有をすることができた。 

  共有事項については、経理課リーダーが中心となり、LINEWORKSにて発信していた。 

④記録・報告様式の工夫 

   報告内容や業務で必要な書類については、必要最低限の量に集約できた。 

⑤情報共有の工夫 

 日常業務を中心に、予算や決算といった情報共有が必要な際は、経理担当者ライング

ループを最大限に活用し、効率的に情報共有を行うことができた。 

⑥OJTの仕組み作り 

   経理課では、リーダーを配置しており、新人やその他の経理担当者への業務指導もリ

ーダーに行ってもらうことで、統一した指導及び助言をすることができた。 

⑦理念・行動指針の徹底 

   法人の方針や経理業務以外についての対応は、以前と変わらず、担当者任せになる 

  ところがあるので、次年度への課題として残る。 

 

３. 総合評価 

 今年度に関しては、上記の記載内容通り、各担当者が行っている業務内容の見直しや効率

化を進めることができた。退職者及び産休・育休取得者がいたが、効率化になった時間を活

用し残りの経理職員で業務を割り振り振ることができた。また、キャッシュレスやより業務

の効率化を念頭に経費精算の内容でのシステム導入も検討を続けており、色々と業者を探

した結果、導入したいシステム業者を見つけることができたので、次年度での導入を目指し

ていきたい。その他、次世代育成の課題があったが、次世代候補の職員に経理業務に関する

研修以外でもマネジメントに関する研修参加や、システム導入の指揮をしてもらいスキル

アップを図ることができた。しかし、更に産休・育休職員が増えたことで、業務の偏りがで

きつつあるので、求人を含め業務が滞らないようにすることが課題である。 

 

４. 次年度への課題 

 総合評価にも記載の通り、退職者及び産休・育休者の関係で、経理担当者の職員が少なく

なるため、業務が滞らないように、経費精算とキャッシュレスを含めたシステム導入による

業務の効率化や求人を含めた引継ぎ等を行っていく。 

 



令和 7年度 介護部門 事業報告（案） 

 

１．中期（令和６年度～８年度）重点事項の達成状況 

 

① 利用者支援の基本目標 

・度重なる入退所の中、入所時の情報収集から退所・終末期介護まで、支えることが 

できた。利用者の健康状態の把握はもちろん、本人及び家族のニーズに寄り添った支 

援ができた。 

・面会や外出制限等の規制緩和があり、利用者処遇や家族との時間を増やすことがで 

きた。ユニット内での企画行事もコロナ禍前と同等まではいかないが、少しずつ実施 

できるようになり、利用者の生活の質向上へ繋がっている。今後も感染症拡大に注意 

しながら、実施継続していく。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・新人教育に関しては、エルダーの配置、技能実習生の先輩がいるユニットへ配属する 

   等、新人職員が相談しやすい環境をつくったことで、夜勤業務従事までの期間が短縮 

   できた。 

・チームで協力し利用者の体調管理に努めることができた。ICT機器の数値やアラート 

でのデータ分析をするとともに、同じデータを多角的に検証することができていた。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・生体センサーでの身体状況、データを基に今後の予測をすることができたため、一人 

勤務や夜勤勤務時の不安を取り除くことができた。 

・毎月の勉強会が Eラーニングになり、テスト等もあるため個人個人が時間に追われ 

ることなく、知識を習得することができた。ハラスメント研修に関しては、外部講師 

の講義でより緊張感を持ち勉強会に参加することができ、職場内での発言等の見直 

しも職員同士で行うことができた。 

  ・スマート介護、カウネット、Amazon での購入を継続することで、直接買い物へ行く

手間を省き、燃料費の削減にも繋がっている。家電関係もそれらを活用することで、

近隣量販店で購入するよりも安価で調達できており、経費削減にもつながっている。 

物価高騰でユニット予算では購入できなくなってしまうものもあったが、経理課と

相談しながらユニット費の増減やその他の購入ルートの模索をその都度連携して行

うことができた。 

④ 施設・整備の改善 

  ・全体的な修繕はできなかったが、一部床タイルの張替えを行った。年末は隣接ユニッ 

ト単位、特殊浴槽については施設管理部門の協力のもと、大掃除を行うことができた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・昨年度に比べ、入退所数は軽減したが、入院やリハビリ希望による転居退所が数件あ 

った。利用者状態の把握や家族との関係造りを促進し、空所期間の減少に努めていく。 



すべての事案ではないが、ショートステイの新規等、事前調査の協力ができ、他職種 

との連携や情報収集を行うことができ、安心安全に利用してもらうことができた。 

  ・口腔内管理は毎月のアセスメントや歯科医師来園時に確認をしており、誤嚥性肺炎の 

予防や悪化防止に努めることはできていた。 

 

２．生産性向上への取り組み 

  各ユニットにて、勤務毎の業務フローの中身の確認を行い、適宜見直しを図り、業務効

率化に取り組んだ。業務マニュアルの更新に関しては、現場業務が優先となってしまい 

  見直しまではいたらなかった。AI 等を使用しながら効率的に見直しが図っていければ

と考える。 

 

３．総合評価 

・全体及び個別も含む行事計画の立案実施が多くできる様になった。また、その様子を SNS

等で発信することで、遠方のご家族が長寿園での生活の様子を知ってもらう、また、施設

入所選択における PRとなったのではないかと思う。 

・サスケにて随時アクシデント、ひやり・はっとレポートの情報共有を全職種で行い、事故 

 防止、予防に努めることができた。大きな介護事故を防ぐために、今後もひやり・はっと 

レポートの共有に努める。 

 

４．次年度への課題 

・人材獲得においては、高校などへ出身者を同行してもらい人材獲得に繋がるよう協力体制 

を継続していく。技能実習生や特定技能外国人も増員している為、安全管理やリスク管理 

等も含む実習生たちの言語対応した業務マニュアルを AIの活用をしながら作成していく。 

・より良いケアの提供が行えるよう、勉強会の継続や研修参加時のアウトプットの場の提供 

をすることで、個々の成長に繋がる場を設ける。 

・生産性向上については、利用者様の生活の質の確保と職員の負担軽減に努め、より働きや 

すい職場環境作りを行っていく。人員不足と言われるなか、業務を明確化することを意識 

し、分担や勤務の配慮を行うことで、利用者に関わる直接的ケアに時間が取れるように工 

夫する。 

 



令和７年度 看護部門 事業報告（案） 

 

 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・褥瘡発生件数について、令和 6年度 15 件（新規 6件、持込み 9件）に対し、令和 7 

年度においては 11件（新規 5件、持込み 6件）と発生件数を軽減できた。 

日々の治療に加え、栄養面の強化、ポジショニングの工夫等、他職種共同で対応 

し、早期の治癒に繋がった。医師の定期的な評価及びサポートにより新しい知識も 

得ることができた。 

褥瘡発生が施設内発生よりも持ち込みによる治療が多く、病院医師へ介入していた 

だきながら、多職種との連携が図られ早期に治癒することができた。また、医師及 

び病院と連携することで、最新の治療法等学ぶことができた 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

  ・情報伝達や職員間での業務の統一において不十分な点があった為、毎月及び臨時で 

   の部門内ミーティングを実施、業務内容の再確認や協議、ICT の活用などを行い、 

 改善を行った。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

  ・パソコンやタブレット端末等での記録入力を促進するため、カート運用方法の確認 

・業務の洗い出しを行い、効率的に業務が行えるよう、医務室ミーティングにて検 

討、確認し、定時退社できるように努めた。 

・有給消化に関しては、常勤職員体調不良等により、パート職員の有給処理の面で苦 

慮をしたため、職員と都度話し合いをし、定期的に取得できるように勤務作成を行 

っていく。 

 

④ 施設・設備の改善 

・ICT 機器の利用活用を促進するために、カートの改良等行い、運用しやすい様に 

工夫を行った。 

・利用者状況によるユニット吸引器の不足等の把握、また適切な維持管理を行う為、 

各機材に番号を振り、管理を行った。 

・衛生材料の管理において、担当者を決め定数管理を実施することができた。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

取組項目として７つの取り組み内容を掲げたが、全ての項目において、実施及び改善

を行うことができた。 



ミーティング内で一人ひとりの職員の声をきき取り、皆で協議しながら課題解決につ

いて取り組んだ。 

年度当初に職員の妊娠等あり、減員の状況があったが、取り組みを行ったことで業務

過多や、時間外労働になることもなく業務が円滑に行えた。 

 

3. 総合評価 

・本入所稼働率目標 99.1％に対して 99.37%であった。月によっては 8名程の利用者 

の死亡、又は入院等があり、次の入所までの期間が長くなってしまったケースもあ 

った。 

医療度の高い利用者が多くなっているが、経鼻経管や様々な医療処置の多い利用者 

の受け入れはできている。 

・他の場所での受入れが難しい病院入院者や、看取り期での住居住み替えがあり、入 

所後、すぐに看取り支援を実施する利用者も多かった。その中で、御家族の葛藤等 

に対しての心理面でのフォローに尽力した。 

   

4. 次年度への課題 

・各自がしっかりと事業計画を把握、理解し、医務室ミーティングを重ねながら、さ 

らに業務改善を行っていく。 

  ・ユニット担当を実施しているが、看取り移行や体調変化に即時に対応できるように 

ICT 等を活用しながら、担当ユニット利用者のみではなく、他ユニットの利用者状 

況の把握に努める。協議重ねながら担当制の変更も検討する。 

  ・透析実施利用者数の増加に伴い、透析完了が時間を要するようになっており、利用 

者の帰園が予定より遅くなり、その分時間外が発生している現状がある。 

現状況が続くようであれば、シフト形態の見直し等も含め検討実施を行っていく。 



令和 7年度 機能訓練部門 事業報告（案） 

 

１．令和 7年度目標の達成状況 

  ・個別機能訓練加算Ⅰにおいては、目標の 98%に対して 101%となり目標達成となった。 

  ・個別機能訓練加算Ⅱ・ADL維持等加算においては、目標の月平均 113名に対して、月平

均 111名となり、目標未達成となった。 

  ・個別機能訓練加算においては、月平均延べ 170名に対して、月平均延べ 197名となり、

目標達成となった。 

  ・生活機能向上連携加算においては、目標の入所平均 98 名/月、ショート平均 30 名/月

に対して入所平均 101名/月、ショート平均 38名/月となり目標達成となった。 

 ・人材獲得、人材育成においては、学校訪問・ハローワーク求人活動・企業説明会等に

積極的に参加する事ができた。LINEWORKS(ICT 活用)により、早期の情報共有・収集・

対応の指導を行う事ができた。 

 ・働きやすい職場環境作りにおいては、移乗リフトの積極的な移設を行い、有効活用に

よる生産性向上と介護負担軽減に努める事ができた。また、移乗リフトを 5台導入し、

目標達成する事ができた。 

・施設・設備の改善においては、床環境整備目標 3 居室に対して 2 居室と 2 通路の整備

が実施でき目標達成できた。 

・入居率、稼働率の向上においては、褥瘡発生件数 15 件以下に対して、5 件と目標達成

となった。離床率については、目標 60%に対して、63%と目標達成となった。 

 

2.生産性向上への取り組み 

 ・職場環境の整備においては、移乗リフトおよび全自動体位変換エアマットを目標台数

導入が行え、介護職および利用者の負担軽減のために有効活用できた。 

・業務の明確化と役割分担においては、現状の 3 人体制では課題が解決しないため、R8

年度より 4 人体制に調整して頂き、事前準備として業務の分担と引継ぎ業務を実施す

る事ができた。 

・テクノロジーの活用においては、自部門および他部門の人員的実情を踏まえ、テレワ

ークを実施する事ができなかった。 

・手順書の作成においては、加算業務を主体に別冊マニュアルを作成し、勉強会を実施

する事ができた。 

・記録・報告様式の工夫においては、クラウド活用により整理整頓を行い、ファイル・

ペーパーレス化を促進する事ができた。 

・情報共有の工夫においては、グループラインの活用と促進を行い、情報共有化と業務

効率化を図る事ができた。 

・OJTの仕組み作りにおいては、業務マニュアル作成・活用し、教育・指導を行う事がで

きた。 



・理念・行動指針の徹底においては、個別指導は行えたが、部門会議の開催はできなか

った。 

 

3.総合評価 

・感染マニュアルや BCP マニュアルに基づき日々の感染予防・初動対応・補助業務に努

める事ができた。 

・生産性向上のために、移乗リフトの積極的な移設を行い有効活用できた。また移乗リ

フトを 5 台追加導入できた。福祉機器や介護用品が故障した場合は、迅速に応急・恒

久対策を実施する事ができた。 

・特に夜勤者の人材不足や介護負担の課題に大きく寄与してくると考えられる全自動体

位変換型エアマットを 1台追加導入する事ができた。 

・不足や老朽化の介護備品は、施設レンタルを行う事でサービス提供に影響が出ない様

に随時対応する事ができた。 

・R7年度から、個別機能訓練加算Ⅲの登録・管理・取得ができた。 

・特養と地域住民との連携および貢献活動においては、グランドゴルフ大会に参加する

事ができた。(運動会は、悪天候延期により不参加)また、介護予防体操の出前講座要

請に対応する事ができた。 

・介護機器定期点検は、12 月度まで実施。多くのペーパーを使用するため、今後デジタ

ル化へ検討が必要となった。メーカー点検は、全数実施する事ができた。 

 

4.次年度への課題 

・LINEWORKS(ICT 活用)により、早期の情報収集・情報共有・対応の指導を積極的に行っ

ていき、徹底的な業務効率改善と経費削減、褥瘡予防など介護の質改善に取り組んで

いく事を継続していく。 

・教育・総務部門と協業で、人材獲得活動を継続していく。 

・ 3 人体制から 4 人体制へ見直しとなり、役割分担の変更もあるため、早期引継ぎが必

要。 

・常に利用者の状態情報収集に努め、稼働率の低くなった移乗リフトは、積極的に移設

を行い、有効かつ効果的な活用による生産性向上と事故防止に今後も努める。メーカ

ー点検は継続していくが、日常点検・定期点検のデジタル化が課題。 

・床環境整備において、ショートステイの床整備がほぼ未着手。優先的な対応が必要。 

・重度化進行防止や介護の質向上、稼働率向上のために、廃用症候群予防(褥瘡予防や離

床の促しなど)を環境調整やプラン見直し等を行い、身体機能維持を図っていく。 

・体制見直しにより、各種加算の理解・管理・報告に、ミスや漏れが無い様に努める必

要がある。 



      令和 7年度 栄養部門 事業報告（案） 

 

1．中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・栄養相談、栄養管理、喫食調査、嗜好調査等行い、安心安全、食べやすい形態、

楽しい食事の提供を行った。 

・ユニット単位のテイクアウト、寿司やスイーツを楽しむ会を実施し雰囲気を変え、

よりおいしく食事を楽しめるように工夫した。 

・利用者の低栄養を防ぎ、より良い生活を送っていただくための栄養ケアプランを

作成、111名全ての利用者様に定期的にモニタリングを実施、記録の充実を行った。 

・毎月、食事量、水分量の過不足を確認し過剰時は食事調整を、不足時は補助食品

の提供を行うなど、栄養状態の維持・向上に努めた。 

・看取りケアについては、最後までお口から味わう支援、無理をしないで食べたい

ものを食べていただき、身体に負担の無いように一日を大切に動いた。 

・医師、歯科医師、看護師、ケアマネ、介護職、機能訓練指導員等との連携を図り、

役割、記録の精度を高める努力をした。義歯の調整をはじめ口腔状態を適切に保

ち、肺炎予防、安全に食事を摂ることができるようチームで取り組んだ。（経口維

持加算：月平均 86名） 

食事状況の確認のため、週 3 回以上のミールラウンドを行い心身の状況及び嗜好

を踏まえた食事の調整等を行った。（栄養強化加算：月平均 114名） 

・透析、糖尿病等で治療食を必要とする方へ適切な食事の提供を行い、健康が維持

できるように努めることができた。（療養食加算：月平均 10名） 

・在宅系事業所との連携として専門職としての助言を行い、栄養管理体制加算の取

得にも取り組んだ。 

② 人材獲得 ・人材育成とチームワークの強化 

・入職者へ業務マニュアルを使いチームで丁寧な人材育成を行った。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・テレワークを活用し集中することで業務効率を上げ、定期的に業務の進捗状況を

確認できた。 

・休息時間の確保、適正な労務管理を行い定時出社、定時退社に努めた。 

④ 施設・設備の改善 

 ・防災備品管理室の整備を行い保存場所の共有をした。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・入所がスムーズに行われるように、他職種と連携して取り組んだ。給食業者との

良好な関係を維持した。 

・入所待機者の調査として食事状況等の情報共有を行った。 

・入院中の利用者情報を池田病院から収集し退院後の適切な支援を行う準備をした。 

・物価高騰対策として給食業者との良好な関係を維持し利用者の給食を継続する為

に情報共有に努めた。 

・経口維持加算については、ミールラウンドを行い継続的な経口維持に取り組めた。 

・看取り期及び褥瘡の発生や改善に関与する専門職としての役割を果たす努力をし

た。 



2．生産性向上への取り組み 

①職場環境の整備：いらないものを捨て定期的に掃除を行い、検索時間の短縮を図った。 

②（1）業務の明確化と役割分担：業務時間調査を行い仕事の無理、無駄を削減した。 

（2）テクノロジー活用：寿システムや LINEWORKS、カメラ機能を活用して情報を得る 

ことができた。 

③手順書の作成：質や作業時間の差をなくすためマニュアルを使用して研修を行った。 

④記録、報告様式の工夫：定型文、記入日のルール化をし、記録業務の負担を軽減した。 

⑤情報共有の工夫：LINEWORKSによる一斉同時配信をし、情報共有速度を速める努力をし 

た。 

⑥OJTの仕組み作り：教育スキルを持つリーダーの育成を行った。 

⑦理念、行動指針の徹底：意識して理念や行動指針に立ち戻る努力をし、優先を考え自

律的な行動がとれるように努めた。 

 

3．総合評価 

今年度も食材費や燃料費の物価高騰に不安があったが、トータルフードサービスの協力

のもとノロウイルス等の食中毒やその他大きな問題も発生せず運営することができた。 

 

4．次年度への課題 

 令和 8年度介護報酬改定（期中改定）において食費の基準費用額の見直しが行われ 1,445

円→1,545円に引き上げられ 8月に施行されることが確定した。給食の質を担保しつつ令

和 9 年度介護報酬改定に向けて情報収集を行い早めに準備を進めることで、改定後の変

化にスムーズに対応していく。その為に業務改善の体制づくりを委員会等で強化してい

く。 

非常食の備蓄、管理、想定訓練を行い感染症や災害への対応力をさらに強化していく。 

安心、安全な食事の提供ができるように給食業者と連携をとり、食中毒予防を呼びかけ

ユニットの衛生管理を継続していく。又、食事介助のケアの統一ができるように他職種

と連携を図る。 

人材育成については職員の気持ちに寄り添いながら業務アドバイスする。 

チームワークの強化と働きやすい職場環境作りを目指し努力する。 

生産性向上への取り組みを行い仕事のムリ、ムダ、ムラを削減する。 

嗜好調査結果を反映させ、感染対策を徹底したうえで、ご家族や職員みんなで美味しく

食事を楽しんでいただけるよう取り組んでいく。 

 

 



令和 7年度 相談員部門・ケアマネ部門 事業報告（案） 

 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

①利用者支援の基本目標 

  利用者・家族・現場職員の意見を調整し、適切な支援につながるよう援助を心掛けた。特

に体調変化や入院時は、本人の病状確認および家族の理解度を確認したうえで対応し、適切

に対応できたと考える。 

②人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

   記録システムおよび眠りコネクトの状況を確認しながら、介護職に対して支援状況の見直

し・確認、家族連絡に関する助言を行った。ソーシャルワーク実習生の受入れを継続し、令

和 8年度 1名の入職希望につながった。 

③働きやすい職場環境作り 

  入退所の状況が落ち着いたことで、書類整備業務の時間を確保できるようになった。眠り

コネクトのデータを確認しながら、今後の支援を予測して業務を実施できた。 

④施設・設備の改善 

  統合リスク管理室と協議しながら、パソコンの入れ替えを完了した。面会方法については

感染対策を協議のうえ居室面会を再開し、コロナ禍前に近い環境での面会を実現できた。 

⑤入居率・稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

令和 6年度と比較して退所数が減少し、安定した稼働状況となった。法人内サービス利用

者の入所割合は例年と同様に 3割程度で推移している。令和 6年度は法人内サービス利用者

の入所が 21名で、このうち年度内のご逝去は 15名であった。令和 7年度は入所が 16名で、

年度内のご逝去は 3名であった。令和 6年度は体調変化を理由に長寿園での看取り支援を勧

めるケースが多かった一方、令和 7年度は入所ではなく入院対応となるケースや早期の住み

替えが増え、結果として稼働の安定につながった。これは入所期間の増加にもつながり、信

頼関係を構築する時間を確保できるため、より良い支援に繋がると考える。 

 

２．生産性向上への取り組み 

① 職場環境の整備 

入退所状況が落ち着いたことに伴い、書類整理に必要な時間を確保した。日常的に相互に声

掛けを行い、デスク周辺の清掃・整頓を実施して作業スペースの維持を図った。 

② 業務の明確化と役割分担 

（1）業務全体の流れを再構築 

申込者の状態確認を相談員とケアマネジャーで分担し、処置内容は動画や写真で共有する仕

組みを導入。これにより確認時間を短縮し、他職種間の連携を強化した。利用者支援や家族

相談は業務負担が偏らないよう割り振り、案件ごとに臨機応変に対応している。 



（2）テクノロジーの活用 

眠りコネクトのデータを活用し、利用者の状態変化を早期に把握。収集した情報を支援プラ

ンの検討・見直しに反映している。 

③ 手順書の作成 

ホワイトボード運用を検討したが負担感があったため、日々の予定は口頭ミーティングで効

率的に共有する方式へ切り替えた。 

④ 記録・報告様式の工夫 

寿システムの業務日誌に相談内容を一元入力し、相談時のメモは綴り形式で保存。振り返り

やすい記録体制を整備した。 

⑤ 情報共有の工夫 

LINE WORKSでの連絡にリアクションスタンプを活用し、確認状況を可視化。情報把握の漏れ

を防止している。 

⑥ OJTの仕組みづくり 

部門内ミーティングで相談対応事例や困難事例を定期的に共有。対応を振り返り、相互アド

バイスを実施している。 

⑦ 理念・行動指針の徹底 

部門内ミーティングを通じて理念や行動指針に基づいた対応方法を確認し、全員が同水準の

サービスを提供できるよう統一した。 

 

３．総合評価 

ショートステイの空床利用を含め、年間の入所ベッド稼働率は 99.37%となった。令和 6

年度は病院からの退院困難者の相談や、入所事業所から看取り期の住み替え相談が一定数あ

り、入所受入れした方のうち 31名が年度内にご逝去されたが、令和 7年度は 12名と半分以

下であった。今後も終末期のサービス利用相談は想定されるため、信頼関係を構築する時間

が十分に取れない状況での看取り支援については検討が必要である。また、面会方法の緩和

により外出や集団での企画も増えてきているため、利用者が楽しみを持って生活を送れるよ

う、支援を継続していきたい。 



 

４．次年度への課題  

   社会全体で感染症への意識が薄れつつある中、家族会アンケートでは面会時間の緩和を求

める意見が見受けられた。今後は、面会方法の見直しに加え、家族も参加できる企画行事に

ついても検討し、対応していきたい。 また、カンファレンスは可能な限り各職種が参加で

きるよう調整し、利用者・家族と意見交換する機会を継続的に設けていく。  

外部への営業活動や来園による利用相談・見学対応の増加に伴い、入所申込数は少しずつ

増加している。一方で、法人内の入所事業所への申込みは少ない状況が続いているため、相

談内容に応じて対象となる入所事業所への案内を継続する。  

入院日数は概ね適切と考えるが、入所継続か退所かの判断を早期に行うため、入院計画の

確認および MSWとの連携をさらに密にしていきたい。  

物価高騰の状況下では、入所施設として満床管理がより一層求められる。営業活動、見学

対応、適切な相談対応を継続し、令和 8年度も適切なベッドコントロールに努めたい。 

 

 令和 7年度 令和 6年度 

入退所者数 退所 49名、入所 50名 退所 85名、入所 83名 

累計空床日数（空所利用含む）  197日 749日 

入所までの平均日数（空所利用含む） 3.86日 8.4日 

入所申込者総数 89名 

（Ｒ8.2.10検討時点） 

63名 

（R7.2.10検討時点） 

当該年度申込者数 124名 98名 

当該年度調査者 55名 92名 

当該年度取り下げ数 98名 115名 

入院者 10名 17名 

入院日数 59日 191日 



令和 7年度 ショートステイ部門 事業報告（案） 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

 ①利用者支援の基本目標  

 利用者平均介護度 3.9、医療連携加算対象者も月平均 10名の受入れ行っており、経管栄

養や吸引の講習を受講し、対応可能な職員を増員したことで中重度者の受け入れに繋が

っている。ご家族のレスパイト機能だけではなく、介助方法をお伝えしたりや、体調面

に関することを医師、訪問看護、居宅ケアマネジャーと情報共有し在宅生活の継続に繋

がっている。 

 

②人材獲得・人材育成とチームワークの強化     

人材獲得については、家族や知人等に紹介しているが紹介・採用には至っていない。 

ユニット職員と一緒に、担当者会議への参加や、送迎に行き、本人やご家族と直接会 

話をし、思いを聞く機会を数回ではあったが持つことができた。持ち帰った情報を 

職員間で共有する機会にもなり、今後も継続して実施する。 

 

③働きやすい職場環境作り 

利用予定管理システムを使用し、予約管理、送迎表の作成が行えており、他職種との情 

報共有が行いやすくなり、送迎表作成にかかる時間も短縮できている。食事発注に関し 

食事発注に関しては、まだシステムの整備が必要な為、要検討とする。リフト対象者や 

センサーマット使用については、新規利用時や状態変化時等、利用者の状態に合わせて 

活用しており、職員の負担軽減に繋がっている。 

 

④施設、設備の改善 

利用者居室、ユニットホールで気になる点は、すぐに連絡し修繕対応が行えている。 

コンセント類の確認、室内清掃も定期的に行えている。 

 

⑤入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

平均稼働率 92.76％、中重度者の受け入れを積極的に行い、定期的な利用に繋げること

が出来た。ショートステイご利用中の様子をご家族へお便りや電話等でお伝えすること

で、利用者のご家族から居宅ケアマネジャーへ伝わり、新規の利用者獲得へ繋がったケ

ースもあった為、今後も広報の方法を模索していく。節電やエアコンの温度管理、ペー

パーレス化は常に心掛け、対応した。 

 

 

 



２．生産性向上への取り組み 

 ・机の上に書類を置いたまま席を離れてしまう事は、少なくなっているが個人ファイル 

等、棚で管理しているものを戻せていないことがあるので、お互いに習慣付けられる 

うまく伝わっていないこともあるので、リアクション等での共通理解を図る。 

・利用予約、送迎表管理はシステムを使用し、時間短縮に繋がっている。食事発注も一 

括して行えるように要検討とする。・サービス記録の選択項目を増やしたことで、実 

施内容は分かりやすくなった。介助の状況や特記事項の記載漏れがあり、報告が遅れ 

ることもある。 

・新規利用者受け入れ時や利用者の支援状況を聞きながら、職員の心身の状況も把握す 

るように努めている。改善が必要な場合には、リフトの使用や介助方法を専門職から 

指導してもらい、不安軽減に努めている。 

 

３．総合評価 

・システムを活用し、利用予定、送迎表作成が行えることで、時間短縮、多職種での情 

報共有が行いやすくなった。食事発注も一括して管理できるようシステムの活用を要 

検討とする。生体センサーの活用により、１日の生活状況や睡眠の状況等を把握で 

き、家族や居宅ケアマネジャーへの情報提供にも繋がっている。 

・感染発生もみられたが、発生後の対応をしっかり行い、事業継続することができた。 

今後も感染対策や日頃から BCPの周知を実施する。 

・法人勉強会への参加や防災訓練、感染症対策については、年間計画に沿って実施し 

た。 

 

４．次年度への課題          

  年間を通して、待機者確保を行うことができたが、医療ニーズが高い方のご利用が増

え、体調変化や入院も多く、急な空床により稼働率も大きく変動みられた。急変時や

体調変化に早急に対応できるよう、今後も医療ニーズや認知症に対する支援方法等を

学ぶ機会や状態変化時に早めに支援方法の検討を行い、利用継続、稼働の安定に繋げ

ていく。利用者送迎や担当者会議への参加を関係職員で行い、利用者の思いを聞いた

り、生活環境を見ることで、より個別性のある支援に繋げていく。 

 



令和７年度 教育部門 事業報告（案） 

 

１． 中期（令和６年度～８年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者やご家族に対しての接遇面に関して、職員会議やリーダー会議の場を利用

し言葉かけや居室に入る際のマナーの指導を行った。 

・生産性向上の研修会や看取り支援の外部研修等に参加してもらい、個々のスキルア

ップと質の向上に繋げることができた。 

・看取り支援中の方々は十数名いらっしゃるが、看取り支援プロジェクトチームと共 

同し介入することは出来なかった。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・企業合同説明会に参加し、専門職１名を入職につなげることができた。また、専門

学校や高校訪問時卒業生を同行しあいさつに出向き、福祉器具等の説明を十分に行

い PR活動に努める事ができた。 

・新入職員もエルダー制度と OJT を組み合わせ順調に育成が図れ、夜勤に従事するこ

とができた。 

・毎月行っていた勉強会を、令和 7年度は eラーニングに変更し動画視聴と確認テ

ストを行うことで個々のスキルアップに繋げた。また、講師の資料作成の手間を省

けたことで、時間を有効に活用できるようになった。 

・技能実習生においては、実習指導者に進捗状況を確認し実習生とコミュニケーショ

ンを図り順調にシフトの幅も広がってきた。変わらず生活面でのサポートも継続で

きている。 

・技能実習生の勉強会とまでは言えないものの、クリエイティブオフィスの協力の

元、４ヶ月毎に交流会を図り困りごとや仕事のアドバイス等が行えている。 

③ 働きやすい環境作り 

・LINEWORKS 等を活用し効率的に情報の共有化が図れた。 

・ハラスメント防止の研修も、講師を招いて１月に実施できている。 

・不安を抱えている職員に対し、面談等により円滑なコミュニケーションを図った。 

④ 施設・設備の改善 

・ラウンド時不具合を見つけた場所・物に関して随時施設管理に相談している。 

⑤ 入居率・稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・毎月の主任ミーティングで稼働率の情報把握はしていたが、調査に出向くことはな 

かった。 

・必要でない場所の電気やエアコン等消し経費削減に努めた。また、物品倉庫の商品 

 も１円でも安い業者へ変更することで経費削減に努める事ができた。 

 



２． 生産性向上への取り組み 

・職場環境面においては、５S活動に取り組めた。業務の明確化に対しては年間計画の 

作成は出来なかったが総務課と共同し、取りこぼしなく企業説明会へは参加出来た。 

システム活用を心掛け情報共有に努めることが出来た。OJT の仕組みつくりにおいて 

はキャリア段位のチェック項目に沿って評価までは実施出来ていない。職員の定着を 

図る部分においては、気になる職員には随時声掛けしており、今後も継続する。 

 

３． 総合評価 

・今年度も物価高騰により、利用者の生活用品に関わる物品が値上げされたが、１円で

も安い業者に変更することで経費削減につなげた。 

・人材確保においては、次年度の新卒者２名を獲得することが出来たが、今後も人手不

足は否めない為、企業説明会等に出向き人材確保に取り組む必要がある。 

 

４． 次年度への課題 

・現在ミャンマーの技能実習生が４期生まで入職しているが、そのうち１期生の１名

のみ特定として残留し活躍してくれている。夜勤までできる状況になっても、県外の

法人に就職してしまう為、今後実習生が自法人で特定として残ってくれる仕組みづく

りが必要である。 

・人材育成においては、基本的な社会人としての指導も必要なため、勉強会や外部研

修に参加する機会を設け自己研鑽を促進していく必要がある。 



令和 7年度 施設管理部門 事業報告（案） 

 

１． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

 

① 利用者支援の基本目標 

  ・年間通して無事故、無違反を継続。送迎の前準備を含め、余裕をもった行動をとり 

   利用者の安全安心に努めることができた。 

  ・年度途中まで２人体制であった為、不具合の早期復旧や環境整備に手をつけられな 

い時があったが、３人体制となり、計画的に環境整備を実施できるようになった。 

 

② 人材獲得・人材育成とチームワーク強化 

  ・知人や、前職の後輩等に恵仁会の取り組みや仕事状況などアピールを行ったが人材 

   獲得までには至らなかった。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

  ・工具類の保管場所や詰所を整理整頓し、不要な物や長く使っていない用具等は破棄 

   をし、環境美化に努めた。 

  ・施設管理に係るマニュアルがなかったり、古いものもあった為、定期的に作成及び

更新を行っている。 

  ・自分達で作成や対応できるものは、なるべく実施し、専門性を要する案件等は業者

と連絡を取り、業務の効率化を図った。 

 

  ④施設・設備の改善 

  ・施設機器の取り扱いや、日常点検項目をそれぞれの専門業者へ確認し、定期点検を

実施した。 

  ・壁紙の剥がれや、コンセントタップの割れなど、他職種からの依頼や日常点検で発

見し、対応した。 

 

２．生産性向上への取り組み 

  ・工具保管場所等を、必要な物品をすぐに見つけ使用できるように整理整頓したこと 

   で生産性の向上につながった。中途採用があった際は、各送迎車での同上走行し、

運転技術や各送迎車の特性の把握の確認を行い、移乗介助等ユニットに協力をもら

い OJTを実施、利用者や新人が安心して業務に取り組めるように対応した。 

 

 

 

 



３．総合評価 

 ・体制が整い、計画的に設備点検や、長寿園以外の事業所の環境整備も実施できるよう 

  になってきた。サロンドライブや、地域のサロン遠足を実施することで地域の方々と 

  のコミュニケーションも図ることができ、信頼関係を築くことができた。 

  今後も縁の下の力持ちとして、事業運営に寄与していく。 

   

                                             

４．次年度への課題 

 ・個人個人のスキルでできる作業、できない作業があるため、前職のスキル等も活かし

ながら作業知識を身に付けていく。 

 ・ICT 機器の取り扱いをもっと積極的に行っていき、インカムやトランシーバーを用い

て、作業中に手を止めることがないように生産性の向上を図っていく。 

 



令和 7 年度 居宅介護支援事業所鹿屋長寿園 事業報告（案） 

 

１． 中期（令和 6 年度～8 年度）重要事項 

① 利用者支援の基本目標 

医療をはじめとした多職種と連携を図り、住み慣れた自宅で自立した生活が送れ

るように、必要な情報提供や迅速な対応を行い、適切なサービス提供を行った。本

人・家族、地域住民の良き相談相手になれるように、丁寧で迅速な対応を心掛け新

規相談件数が増え利用者獲得に繋がった。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

働きやすい職場環境作りのため職員処遇に努め、福利厚生等の充実について周知

を図った。職員の個別性を活かし一緒に考え、やりがいを持って働くことができる

ように職員個々に役割作りを持ち業務を遂行した。 

③ 働きやすい職場環境作り 

計画的に 5 日間有給休暇取得はでき、不在時は勤務している職員で対応し、 

人の負担とならないように意識と協力体制の元、業務が滞りなく実施できた。 

就業時間内で業務を終えるようにし、休日出勤やサービス残業がないように、効

率よい業務を心がけて行った。 

適正な労務管理となるように、個人の業務内容が適正か、過度なストレスになっ

ていないか、メンタル面の把握を行い適正な業務配分を考え、業務が行えるように

配慮を行った。 

ノートパソコンを活用し、在宅ワークや担当者会議・オンライン研修等行い、業

務の効率化が図れている。 

④ 施設・設備の改善 

    パソコン 4 台の入れ替えを行い、業務の効率化・セキュリティ強化に努めた。車

両は定期点検を確実に行い不備がある時は早急に業者に連絡して対応行い安全運転

に努めた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

    特定事業所加算Ⅱの算定を継続するため、確実に運営基準や算定件数を満たすよ

うに、必須の研修会や会議の開催・参加、集中減算の適応とならないように管理を

行った。 

鹿屋市外の市町村に出向き研修会参加等を行った。又、介護保険外の給食等の業 

者やオレンジカフェに参加し地域の方に居宅事業所について知ってもらえるように 

関係作りを行った。 

要支援の方の受け入れを積極的に行い、軽度者から支援できる体制作りを行った。 

介護認定を受けていない方の新規申請から関わり、要支援・要介護認定時早急に支 

援が行えるように取り組んだ。 

  



２. 生産性向上への取り組み 

終了分の書類保管場所が準備でき、整理を行うことができた。新人教育指導書やマ

ニュアル作成を完了することができなかった。AI 議事録作成や LINEWORKS のツール

を活用し、業務の効率化に繋げることができた。 

 

３．総合評価 

年間行事計画に基づき、研修会や訓練の実施・参加行い、事業所運営や加算要件の

達成、減算適用にならないように実施した。 

   鹿屋市外の担当者対応にも取り組むため広報活動を行い積極的に新規受け入れや早

期の退院・退所に向けた支援を行ったが、利用者の状態変化、家族の支援体制等の変

化により在宅生活が困難な状況になったことで居宅介護支援終了、又、ケアマネ人員

の減少により、稼働件数・予算を達成することができなかった。 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

目標 163 166 169 172 175 178 

実績 171 163 166 161 166 165 

結果 達成 未達成 達成 未達成 未達成 未達成 

 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

目標 181 184 187 190 191 192 

実績 156 150 150 151 154 160 

結果 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成 未達成 

 

４．次年度への課題 

令和 8 年度はケアマネジャー5 人、主任ケアマネジャー4 人体制でマネジメント業務

を行い、特に要支援や軽度要介護者の受け入れを中心に行い、重度になっても同法人

で支援を行えるようにニーズにマッチした事業所紹介を迅速に行う。新規利用者獲得

のため、広域での広報活動や研修会参加を行っていく。居宅介護支援の加算取得に取

り組み、居宅支援での予算管理も実施していく。特定事業所の加算要件である、高齢

者以外のことに関する研修会や事例検討会、他法人との事例検討会や研修会に参加し、

加算事業所の継続とスキルアップに努める。ケアプランの適正化に向け、適正なケア

マネジメント作成やサービス利用、書類の整備等を行い、ケアマネ間で統一して取り

組む。ケアプランデータ連携システムや AI 議事録作成ツール等を活用し、業務効率化

とコスト削減、転記ミスの防止を図る。 



令和 7年度  介護保険相談センターかのや事業報告（案） 

 

1. 中期（令和 6年度～8年度）重要事項 

① 利用者支援の基本目標 

サービスの質の向上においては、迅速、丁寧親切を心掛けて利用者、家族の意

向に沿ったサービスの提供ができた。包括や医療センター・ご家族から在宅看取

まで繋がる支援ができた。 

② 人材獲得・人材育成とチームワーク 

人材獲得に向けてケアマネ業務を行いたい異動希望者がいるので引き続きタイ

ミングを見て受け入れ調整をしていく。書類等の確認として確認作業を行い内部

監査の実施が出来た。そのことで新規入職の不明な点が分かるなど教育に生かす

ことができた。 

③ 働きやすい職場環境つくり 

受け持ち件数の配分や各種役割等の能力などで公平に割り当て不公平感を生じ

ない様に調整が図れた。ハスメント関連では管理者に報告が上がった際は速やか

に対処する事で職員の負担の軽減の効果があるので今後もこの体制を継続してい

く。 

④ 施設整備・設備の改善 

電気代のコスト削減で事業所の電灯の LED化を数年計画で進めており残り 5ヶ所

を次年度実施して行く。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織継続可能性の確保） 

令和 7年度の予算はトータルで 1,620件、実績は 1名の職員増もありトータ

2,060件と達成することができた。またターミナル加算 16件実績が上がり次年度

の特定事業所医療介護連携加算 125単位の取得ができ次年度の収入に大きく貢献

する事ができ職員一同とても満足できる結果となった。 

  ＊令和 7年度実績表 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

目標 135件 135件 135件 135件 135件 135件 

実績 154件 173件 168件 168件 165件 178件 

月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

目標 135件 135件 135件 135件 135件 135 

実績 176件 180件 180件 178件 170件 170件 

 

２．生産性向上への取り組み 

① 職場環境の整備 

清掃の平等化を目標に作業の均等化を図り達成できた。 



② 業務の明確化と役割分担 

・消耗品の担当者が明確化されていなかったので年度交代制を用い達成できた。 

・電子契約者を増やすことができた。生成 AIでの議事録作成は時間が効率化され、受

け持ち件数の増加に繋がった。 

③ 手順書の作成 

事業所全般の購入担当者の明確化を目標に挙げて交代制を用い達成できた。 

④ 記録・報告様式の工夫 

訪問先でのノートパソコンへの直接入力での記録整備の短縮化を目標に上げたが、荷

物になる事や操作に手間がかかる事で活用はされなかった。 

⑤ 情報共有の工夫 

他事業所との LINEWORKS活用を目標に上げたが新たな事業所登録には至らなかった。 

⑥ OJTの仕組み 

新入職者の教育にベテランの指導者を付けて課題が出てきたら都度指導を行う事を目

標に育成体制を整えていますが業務を遂行できていない所もあり次年度への課題とな

った。 

⑦ 理念・行動指針の徹底 

法人理念と介護保険理念の遂行を上げて迅速な対応で居宅介護の提供が行えた。 

 

3.総合評価 

  事業計画に基づき運営を行い収入的には特定事業所医療介護連携加算の取得ができ

た。また、特定事業所としての地域貢献でのケアマネ育成や研修会への参加もできた。

人材育成では医療介護福祉の知識技量研修への機会も平等に進めてきたが、個人で行っ

ている記録物の処理方法に差が生じている事がわかり次年度の課題として取り組む。 

 

4.次年度への課題 

 令和 8年度は収入見込みの達成と次年度の特定事業所医療介護連携加算の継続取得に向

けて医療機関や包括支援センター、ご家族からの紹介を頂ける様に親切丁寧迅速な居宅介

護支援の提供と、地域ケアマネ連絡会では当居宅が会長となったので地域包括支援センタ

ーの担当者と協力して年間の学習会や意見交換会を進めていく。入職者のケアマネジメン

ト技能取得では継続的に確認指導を行う。 



令和 7年度 デイサービスセンター鹿屋長寿園 事業報告（案） 

 

1. 中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

利用者、ご家族の意見を聞き取るために年1回の利用者満足度調査アンケートの実施。

頂いた意見によりレクリエーション活動の内容の見直しや環境整備に努める事ができ

た。環境面については来年度の事業計画に組込み、中長期的な計画を行っていきたいと

考える。 

利用者の重度化防止のため身体機能の改善が図れるよう機能訓練プログラムや多職

種や外部セラピストと協働し作成・提供・評価を行った。 

子育て世代が働きやすいよう就業の日にちや時間等、職場環境を整える事ができた。

SNS を使って事業所の様子や取り組みを定期的に発信し人材・利用者獲得に繋げる事が

できた。 

新規利用者の相談・受け入れをスムーズに行えるよう空き状況をメールで情報発信

し曜日ごとの登録人数 50人の維持を図った。 

利用者の情報を居宅介護支援事業所、経営推進課長と共有し課題の抽出を行い、稼働

率の維持・向上を目指すことができた。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

① 職場環境の整備については常時使用する物と BCP 備蓄物を分け、業務改善担当者が

リーダーとなり、在庫管理簿を活用して環境整備に努めた。 

② 業務の明確化と役割分担 

テクノロジーの活用については「勤務表作成システムを検討する」といった取り組

みは行えなかったが、インカムを新たに 3台追加し、テクノロジーを活用する事で

職員の心理的負担が軽減した。 

③ 手順書の作成についてはマニュアルの中に規程や指針が混在していたので、「「規程」

「指針」「マニュアル」毎にファイリングし整備を行った。 

④ 議事録作成システム「norman」を活用し担当者会議後の議事録作成時間の短縮を図

る事ができた。 

⑤ インカムが 3台増えた事でより多くのスタッフとスムーズな情報の共有、連携が行

えている。 

⑥ 新人研修マニュアル「・ノートを活用し入職 1ヶ月は担当者とやり取りを続けた。年

間の研修計画を立て、全職員がまんべんなく外部研修に参加する機会を図り全体的

なスキルアップが図れた。 

⑦ 理念・行動指針の徹底…法人及び事業所理念や行動指針、各自で設定した年度目標

に基づいた行動が行えているか面談時に確認、自分自身の評価の聞き取りを行った。 

 



3. 総合評価 

・予算を下回る月が多かった。入所(特老・ひだまり)、永眠などの取り消し者も多かった

が、それ以上に急な入院による利用中止休が大きな影響という要因があった。 

・感染症の蔓延や台風等において休業することなく事業を継続できた。 

・急な休みの振替の対応や 16 時 40 分帰りの利用者を増やす取り組みを職員全員で意識

して行う事ができた。 

 

４．次年度への課題 

・居宅介護事業所への定期的な訪問を行い、顔の見える関係性を築く。 

・行事や活動時の様子を SNS へ投稿しご家族や担当ケアマネジャーに報告を行っていく。 

 「・利用者の人数の動向や推移を見える化し、スタッフ全員で予算達成に向けて意識できる 

職場環境を作る。 



令和 7年度 共生型サービスるりちゃん家 事業報告（案） 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点項目 

① サービスの質の向上 

高齢者の利用者・児童の利用者に様々な体験（月一のクッキング、椅子ヨガ体験・

オレンジカフェ地域サロン）を実施して高齢者も児童も一緒に触れ合う時間を設け

ることが出来、お便りやＳＮＳにて公表することが出来た。利用者や家族にも喜びの

言葉をもらうことができた。また、クリスマス会には鹿屋市のイメージキャラクター

「カンパチロウ、カンナナちゃん」を呼ぶことが出来、他事業所（寿光園、有料、あ

かり、あかりキッズ、児童の保護者等）も参加し盛大に盛り上がることが出来た。 

② 人員獲得・人材育成 

ＳＮＳ等での活動の発信について、行事ごとに発信出来ることができ、利用者の家

族にも発信を見て「るりちゃん家は楽しいです。いつも見ています。」とお言葉もも

らえた。児童の療育期間 2年を経験して児童指導員が 3名誕生した。 

③ 稼働率の向上 

週報と月間予定表票の管理を行い利用追加または、振替の対応を迅速に行うこと

ができ、高齢者一日平均 15 人平均から一日平均 17人まで引き上げることが出来た。

SNS で発信することで事業所の見える化に繋がり、「るりちゃん家」のことを様々な

方に知っていただくことが出来た。 

④ 生産性向上 

リモートによる職員研修や各会議への出席により、移動時間の短縮に繋がり業務

の効率化を図ることが出来た。AI 議事録の導入により、担当者会議や会議録など迅

速に対応出来るようになった。ケアプラン連携の登録もでき、外部との連携も出来る

ようになっている。 

 

２．生産性向上への取り組み 

職場環境の設備 

クラウド Box 内のフォルダー整理をすることでアクセス性が向上した。 

業務分担の明確化と役割分担 

（1）業務全体の流れを再構築 

相談員・介護職の役割がなく、業務量に不公平感が生じていたが、少しずつ役割分

担することが出来、みんなが協力できるようになった。 

 （2）テクノロジーの活用 

健康王国ジョイサウンドの活用によりバリエーションが広がった。 

手順書の作成 

職種間の引継ぎ体制を確立することが出来た。 



記録・報告様式の工夫 

何度も記録の転記があったが、ＡＩシステムの導入により効率的に仕事ができるように

なった。 

情報共有の工夫 

LINEWORKS 活用、操作ができる職員が増えたため情報共有が素早くできるようになった。 

OJT の仕組み作り 

標準的な手順書を作り、リーダーを取り入れたことにより教育システム構築ができるよ

うになった。 

理念・行動指針の徹底 

なかなか、相談員までが稼働率を気にすることはできなかったので運営意識を相談員も

持てるように周知した。 

 

３．総合評価 

・児童の事業計画に挙げた、行事については満足いける実施が出来た。 

・児童の運営指導により、書面等の課題が浮き彫りになり、サービス提供時間確認の署名 

のしくみ等、運営指導員よりアドバイスをもらうことが出来たので、即時実施している。 

・施設行事等、地域や他事業所との交流を図ることが出来た。 

 

４．次年度への課題 

・働く職員の声を発信して、やりがいのある職場でのアピールと広報を強化する必要が 

ある。 

・技能実習生の受入れに伴い、一つ一つ確認しながら慎重に対応する。職員一同で取り組

む必要があるので、職員間のコミュニケーションを確保する。 

 ・次年度も安定した経営が出来るように引き続き利用者獲得に向けて登録管理を行って

いく。関係者との連携を大事に情報共有を行う。 

 

 

 



令和 7年度 ミニデイサービス舷揮くん家事業報告（案） 

 

1． 中期（令和６年度～令和８年度）重要項目 

 

 ① 利用者支援の基本目標 

   ・事業所内で加算内容や取得者等共有行いながら、スムーズに加算取得が行なえた。 

   ・ご家族からの相談事など、随時 CMや各施設と連携を図り、早急に対応が行なえた。 

・管理者不在時にも同様に対応できるよう、育成・情報共有に努めたが、一部対応に 

不安が生じることがあった。今後も相談員が中心となって対応できるよう努めて 

いく。 

 

 ② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・行事イベント活動についてインスタグラムを活用し、広報活動に努めた。 

・日頃からコミュニケーションを図り、悩み等共有し一緒に考え、目標達成に向けて

取り組むことが出来た。 

・定期的に研修を勧め、スキルアップを目指し受講が行えた。 

 

③ 働きやすい職場環境作り 

・職務分掌を配布し、一人一人が自分の業務を把握・声を掛け合いながらスムーズに 

業務を行うことが出来ていた。 

・定期的なコミュニケーションや面談を行いながら、職員の目標や課題を一緒に考え、 

チームとして利用者のケアにつけた。 

 

④施設・設備の改善 

・インターネットの整備やパソコンの入れ替えを実施し、設備の改善を図った。 

 

⑤入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・インスタグラム活用したが、中々頻回には投稿できなかった為、令和８年度は投稿率

をあげ、運用していく。 

・利用者のニーズに合わせて、曜日追加や法人内の住み替えなど提案行った。 

・お休みの方の振替もスムーズに対応し、予算達成に繋がった。 

・短時間利用の方が 1 日通して利用していただけるよう声掛け行い、変更に繋がった。 

 

2．生産性の向上への取り組み 

 ・職場環境の整備として、職員全体が把握できるようファイルや道具等の整理整頓を定期 

的に行い、生産性向上に努めた。 



・内部との連携では LINEWORKSが主となり、外部との連携や手書きで行っていた連絡 

帳のシステム化等、事業所にあったシステムを使用し、効率化が図れた。 

   ・OJTの仕組み作りとして、育成担当者をおき、丁寧な育成が図れたことにより、事

業所全体がケアの統一に努め、よりよいケアに繋がった。 

    

3． 総合評価 

   ・事業所全体が一丸となり、利用者一人一人に寄り添い、研修やカンファレンス等に

積極的に取り組んだことで、質の向上が図れ、職員のモチベーションややりがいに

も繋がった。また、インスタグラムへの投稿をみて、評価を頂くことも増え、ご家

族の安心感に繋げる事もできた。デジタル化も進め、外部居宅との連携システムの

活用や DX機器の活用等もスムーズに行えたが電子契約が中々繋げられなかった為、

今後も引き続き課題としていく。 

 

予算との比較 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 1 月 2 月 3 月 

前年度 13.6 14 14 14 14 13 14 13.8 15 14.7 15 15 

予算平均 13.8 13 13.1 14 14.7 12.3 13.22 13.7 14.4 14 14.13 14.7 

実績 15.8 15.5 16.2 15.8 15 15.1 15 15 14.5 14.6 15 14.3 

差 2 2.8 3.1 1.8 0.3 2.8 1.78 1.3 0.1 0.6 0.87 -0.4 

 

 

4． 次年度への課題 

    ・電子契約の普及。 

・引き続きインスタグラムを活用し事業所の広報活動を行う。 

・システムの活用や業務の整理を行う事で、効率化を図り職員の負担軽減や有給取 

得に繋がる取り組みを行う。 

・利用者が楽しく安心して通える場所を事業所全体で作っていく事で、職員のモチ 

ベーションややりがいにも繋がるよう取り組む。 



令和 7 年度 ホームヘルパーステーション鹿屋長寿園 事業報告（案） 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・認知症ケア及び中重度者ケア、ターミナルケアへの体制強化について、ケアにおける

課題の共有及び分析を多職種で行い、支援手順書の整備・見直し・内容の充実を図り、

責任者及びスタッフで同行訪問を行って支援内容の引継ぎ、個別指導を行った。また、

連携先訪問看護事業所等と密に連絡を取り合い、連携を図った。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・新たに訪問看護事業所と業務委託を締結し、3 事業所の訪問看護事業所と契約、連携 

を図ることができた。 

・責任者とスタッフでの同行訪問を実施し、発想力や応用力等のスキルを身に付けるた 

めの個別指導を行い、スタッフのスキル向上に努めながら、支援内容の統一や充実を 

図った。 

・1 月当たりの笠之原、下祓川の職員の訪問時間数を把握し、全職員（登録ヘルパー含） 

で連携し、効率的及び流動的に職員を配置し、事業所の職員全員で協力しながらサー 

ビスの提供を行った。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・スマケアを継続して活用し、業務効率につながる新たな機能（スマケア AI、特記事 

項履歴の複写等）について積極的に取り入れ、記録時間や業務改善を図った。 

・ケアプランデータ連携システムや訪問介護でのスマケア導入の検討（トライアル実 

施）、請求領収の電子発行（マネーフォワード）、音声で議事録作成（Norman）を導 

入し、職員の負担軽減を図った。 

・定期面談や必要に応じた面談等を通じて、職員個々の業務量やストレス等を把握し 

て、業務の調整を行った。 

④ 施設・設備の改善 

・LINEWORKSを全職員に導入し、利用者情報の把握や即時の情報共有を図り、また、安 

全に情報の取扱いを実施した。 

・毎月、産業医による施設巡視や安全衛生管理通信の発行、労働環境に関するヒヤリハ 

ットレポートの報告を行い、定期的に職場環境の安全に努めた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・継続的に居宅介護支援事業所や病院、薬局等への営業を行った。また、ケアマネジャ 

ーや薬局等の関係機関を対象に、定期巡回随時対応型訪問介護看護サービスの研修 

会や広報活動も行った。 

・垂水市や肝付町の行政、地域包括支援センター等の機関へ定期巡回随時対応型訪問 

介護看護サービスの説明や広報活動等実施し、区域外申請による定期巡回随時対応 

型訪問介護看護サービスの利用促進を行った。（令和7年度は垂水市：8件、肝付 

町：1件の利用実績あり） 

 

2. 生産性向上への取り組み 

・全ての項目について、それぞれの課題に対して取り組みを実施し、概ね業務改善や生産 

性の向上が図れている。「業務の明確化と役割分担」と「OJT の仕組み作り」において



は、責任者及びスタッフ間で同行訪問や個別指導を行い、チーム力の向上（知識や技術

等の伝達）や支援内容の統一を図ることができた。 

 

3. 総合評価 

・年間行事計画は、事業計画通りに取り組み、実施することができた。 

・定期的に営業活動やサービスの説明会、広報活動を行ったが、予算を下回る月があった。 

今後も継続して営業活動や広報活動を実施し、また、積極的に区域外申請の利用促進を 

図っていく。 

・「働きやすい職場環境作り」「施設・設備の改善」について、新たなシステムを導入して、 

業務効率化や業務充実化を図ることができた。今後も、職員との面談等を通じて事業所 

の課題分析を行い、新たなシステムを積極的に活用し、生産性向上に取り組む。 

 

4.次年度への課題 

・歯科協力医療機関（池田歯科）やその他かかりつけの歯科医院への情報提供のみとなっ 

ている現状があり、当事業所の歯科協力機関である池田歯科と口腔状態についての情 

報交換を定期的に行い、その情報を基に口腔に関するケアの充実や歯科受診の促進を 

図る必要がある。 

・稼働率の向上について（令和 7年度は予算を下回る月があり）、鹿屋市内外の居宅、病 

院、薬局等へ営業活動を行い、また、区域外利用の積極的な利用促進を行う（鹿屋市周 

辺の市町村）。また、訪問介護から定期巡回へ、サービス間の移行も検討が必要である。 

 

 

 



令和 7年度 小規模多機能ホーム哲ちゃん家事業報告（案） 

 

１． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

小規模多機能の柔軟性を活かし、利用者とご家族のニーズに合わせた「通い・訪問・ 

宿泊」を組み合わせ、在宅生活の継続を支援した。時には施設入所への安心できる橋 

渡し（バイパス的役割）も果たし、スタッフ間や他事業所との活発な情報共有、事例 

検討を通じて質の高いサービス提供に努めた。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

地域の集まりや SNSの活用、資格取得支援（ケアマネジャー合格 1名）により職員 

の意欲向上を図った。役割分担を明確にし、個々の強みを活かす体制を構築した。 

  ③ 働きやすい職場環境作り 

職場環境と DX推進は丁寧な対面指導により、全職員が業務ソフトを習熟し DX化 

   が定着した。職員旅行による親睦や、資格保持者 3名を中心としたハラスメント・衛 

生相談体制も構築した。 

④ 施設・設備の改善 

消火ポンプや浴槽などの重要設備を優先的に更新し、扉等の軽微な修繕は職員が 

早期に行い事故防止に努めた。節水やエコドライブ等でコスト削減も達成した。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

関係機関への定期的な挨拶回りで新規利用者を獲得した。また、当事業所の利用に 

至らなくても、法人内の他サービスへ紹介することで、法人全体の利用者確保に貢献 

した。生産性向上加算Ⅱも継続算定している。 

 

２． 生産性向上の取り組み 

スタッフ間のコミュニケーションにスマホチャットの利用を活用した。軽微な利用者

対応の変更等も確実に個々に伝わるようになった。眠りスキャンを活用するがそれで

も転倒の事故があった、操作を把握出来ていないスタッフもいた。業務マニュアルにつ

いては外国人技能実習生向けの日本語マニュアルを作成している。テレワークは感染

症流行等に 2件実績が有り、日々の業務に追われて反映を振り返る機会がなかった。 

 

３． 総合評価 

感染症対策について、昨年秋はコロナ感染が職員・利用者にもあって改めて感染対策の

大切さを再確認した。冬場のインフルエンザ時期は感染ゼロ（利用者・職員）とする事

が出来た。車両事故が１件、安全運転を意識して送迎業務に取り組んでいる。有給取得

等は状況に応じ可能な限り取得に努める事が計画的にできた。小規模多機能特有の柔軟

性を活かし、在宅生活の継続や同法人施設等入所への円滑な橋渡しも出来た点は大きな



成果であった。また、ケアマネ合格者の輩出や DX 化の定着、設備更新による安全性確

保など、少しずつだが運営基盤の整備も進めている。一方で、全職員への研修周知やタ

イムスケジュールの標準化、ICT 活用（眠りスキャン等）の習熟度不足が課題として残

った。次年度は、これら未達成事項の改善に加え、スタッフが事業所の強みを深く理解

し、サービスの質向上や利用者介護度の適正区分変更、生産性向上加算のさらなる活用

による安定経営を目指す。 

 

４． 次年度への課題 

【課題】利用者と家族を一体として重層的に支援するため、家庭・利用者・介護者の変

化を継続的に把握し、支援の質を平準化・向上させる体制づくりが必要である。また、

法人職員としての組織力を高め、研修の浸透・運営の標準化・地域連携・安全管理・ICT

活用の習熟を全職員レベルで定着させることが課題である。 

【主な取組】 

・家族アンケートを実施し、客観的評価に基づきサービスの質改善につなげる。 

・「サービスの平準化」「法人職員としての組織力の強化」を軸に、支援内容・対応の 

ばらつきを是正する。 

・研修計画の周知と受講促進を徹底し、学びを現場へ反映する仕組みを整える。 

・同法人居宅および外部居宅に対し、小規模多機能サービスの魅力が伝わる営業力を養  

う。 

・タイムスケジュールの標準化と個別支援の充実により、業務のムラを解消する（利用 

者が哲ちゃん家に楽しみに通われる運営を目指す）。 

・日頃の挨拶やサロン等を通じ、地域との密着・関係づくりを継続する。 

・計画的な送迎等の業務計画と安全運転啓発活動を行い、事故防止を徹底する。 

・利用者整容（身だしなみ）・環境整備（清掃）の徹底により、快適で清潔な生活環境 

を維持する。 

・眠りスキャン等の ICT機器について、全スタッフが使いこなせるよう習熟支援を徹 

底する。 

・上記取組を通じ、生産性向上の充実と法人全体の稼働率安定、安全な職場環境の両立 

を追求する。 



令和 7年度 小規模多機能ホーム花海家長寿園 事業報告（案） 

 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者との関わりについては、可能な限り継続的に利用していただく観点から、 

令和 7年度に看取りまでの支援を行った利用者は 4名であった。事例ごとに医療 

支援者との連携やご家族との関わりを経験として蓄積し、これらの経験を事業所 

の財産として、今後の実践の質の向上に繋げた。 

・地域の皆様との協働及び地域における事業所の付加価値の創出の観点から、12 

月のそば打ち・餅つき行事において、鶴羽町内会の皆様と共同で取り組んだ。行 

事後は、一緒にそばを食べ、公民館等への鏡餅の飾り付けまで協働し、地域にお 

ける事業所の存在価値の維持に向けた取り組みとして実施した。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・新規入職した職員は、入職した月から訪問支援に単独で赴いた。入職時研修動 

画及びオンデマンド配信による研修機会を活用し、人材育成を実施した。 

・デイルームにおいて、介護リーダー職員を中心に「利用者支援における考え方 

の討論の場」を設けた。これにより、チームケア及びチームワークの質の向上 

に繋げた。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・週休 3日制で働く職員は、令和 6年度から継続して当該勤務形態を選択した。 

また、短時間勤務の看護職員を採用し、多様な働き方により「働きやすい職場 

環境作り」を推進した。 

④ 施設・設備の改善 

・計画的に環境整備を実施した。また、経年劣化した備品は適宜買い替えを行っ 

た。あわせて、関係職員が費用対効果を意識して検討できる体制を整えた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・12か月全ての月で 29名以上の登録実績を確保した。また、多様な紹介元から新 

規利用者を獲得した。 

 

2.生産性向上への取り組み 

・5S活動を通じて、生産性向上に向けた取り組みを実施した。 

・役割分担の明確化及びテクノロジーの活用については、新規採用職員や技能実習生職 

員を含め、日々の業務の中で理解を深めた。あわせて、OJTの仕組み作りを進めた。 

・利用者支援を含む業務における方向性の統一（ビジョンの統一化）については、介護 

リーダー職員を中心に、各会議及び日ごろの意見交換の場で推進した。生産性の向上 

と、利用者及びご家族の満足度の向上の両立を目的として取り組んだ。 

 



3.総合評価 

・事業所として年間で最大人数となる 4 名の利用者の看取りまでの関わりを実践した。

各事例で、利用者及びご家族から満足感を示す言葉を得た。また、地域及び保険者管

内（鹿屋市）において事業所が担う役割の変化を捉え、当該役割に沿った支援を実施

した。 

・週休 3 日制の継続、短時間勤務の看護職員の新規採用及び当該勤務形態を選択した職

員が活躍できる仕組み作りについて、事業所として柔軟に対応した。 

 

4.次年度への課題 

・近年、新規の相談において、問い合わせへの返答後に「既に有料老人ホームに入居し 

た」との回答を得る事例が増加している。このことから、花海家長寿園が新規利用者 

を獲得するにあたり、地域内の通所型サービス又は鹿屋市内の他の小規模多機能ホー 

ムとの競合ではなく、「自宅や地域で暮らし続けることを支えるために、花海家長寿園 

が果たすべき役割」を求められている状況が示された。次年度に向けては、利用者と 

の関わりの質及び地域の皆様との関わりの質の向上を課題として整理した。 

・令和 9年度介護保険法改正への対応を見据え、全職員が「ひとりの利用者との関わり 

の質の向上」及び「地域の皆様との関わりの質の向上」を実現できるよう、日ごろの 

実践と評価、評価に基づく改善を行う PDCAサイクルの仕組み作りを課題とした。 

 











令和７年度 プライエボーリ優花里事業報告（案） 

 

1.中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

 ① 利用者支援の基本目標 

基本理念のもとに利用者お一人お一人の希望や想いを汲み取りその方の自己実

現を大切にした関りをもち、ご家族も交えた行事や、外出・外食支援へ繋げ利

用者満足度アップにつなげる事が出来た。またご家族との定期的な電話連絡を

一部 LINEWORKSに切り替え，より細やかで丁寧な対応が出来るようになり良好

な関係性を構築できた。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

風光明媚な環境を活かし、事業所の季節の移ろいや行事の様子など SNSを通して

魅力を感じてもらえる様な情報発信を行った。地域行事等にも積極的に参加し人

材獲得に繋がるよう努力した。また職員の担当業務性を行い、業務をみえる化し

たことで各々に責任感と自覚が芽生え、協力体制も充実し業務改善へとつながっ

た。職員の研修参加については積極的に促進し、業務に必要な知識やスキルアッ

プ･資格取得につなげることができた｡ 

③ 働きやすい職場環境作り 

全部門の LINEWORKSを活用し、情報の伝達、共有に加え、オンライン会議等にも活

用。またご家族からの面会予約などにも活用し、電話を受ける件数も減少し円滑に

業務や情報共有ができるようになった｡ 

眠りコネクトからの情報を基に、ケアの時間や方法を検討し、ケアに係る時間の縮

小、介助の負担軽減につなげた。また、男性育休取得者に対して事業所全体で理解

しサポート出来たことで､働きやすい職場につなげることができた｡またスタッフ

への定期的な面談を行いハラスメント対策やメンタルヘルスサポートを実践した。

カラーコピーの削減や必要物品のオンライン注文等を行い移動、運搬にかかる費

用の削減も行うなど、業務における【ムリ・ムダ・ムラ】をなくした業務効率化に

取り組んだ。 

④ 施設・設備の改善 

花岡事業所で協力し合い定期的に施設内の老朽化箇所の点検を行い、早めに必要

なメンテナンスを行えるよう心掛け、床材張り替えやエアコン購入など行い、先

を見据えた修繕計画を立て、計画に沿った修繕を実行し建物の寿命を伸ばし大掛

かりな工事を防げるよう努めた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上 

受診時や医療連携会議等を利用しての営業活動、メールや電話連絡等にて日頃か

ら関係窓口との良好な関係性を構築することで利用者獲得に努めた。 

日頃から入居者のケアを細やかに行い、看介護連携で気づきを共有し早めの受診・

治療に繋げ重症化を防ぐ事で長期入院者を出すことなく年間稼働率 99％を達成し 



入居率・稼働率向上につなげることができた。平均介護度については 3.66の予算を下回 

ったが一人当たりの入居年数を伸ばしている事で終の棲家としての施設の役割は果た 

せている。 

 

2.生産性向上への取り組み 

生産性向上への取り組みとして、①職場環境の整備、②業務の明確化と役割分担、③手

順書の作成、④記録・報告様式の工夫、⑤情報共有の工夫、⑥OJTの仕組みつくり、⑦理

念・行動指針の徹底の項目をテーマとして取り組んだ。具体的には、PHSとインカム機を

連携させ有効活用し効率化に繋げたほか、業務全体の流れを再構築し、タイムスタディを

記録して無駄な業務や時間を抽出することで業務内容を見直すことができた。また、イン

カム機・床昇降リフト・眠りコネクトを活用した。記録・報告様式については、ICTを活

用しながら目的や内容を明確にして作成し、看護記録、業務日誌の簡潔化を行った。情報

共有はLINEWORKSを中心に行ったが、大事なことは朝礼にて声で届けた。人材育成につい

ては、知識・スキルを習得させるための研修参加などを促した。理念・行動指針について

は、朝礼時や会議時などで理念の理解や行動指針の徹底ができるよう働きかけを行った。 

 

3.総合評価 

生産性向上推進会議を定期的に開催しインカム機を 10台導入。業務内容の見直し等業務

改善を図り休憩時間や余暇時間が増え、一定の成果が表れたことで生産性向上推進体制加

算Ⅱ→Ⅰの上位加算取得につながった。多職種連携により効率よく業務遂行できているこ

とで他の事業所への応援体制もとれるといった好循環にもつながった。 

感染症については法人の定めるルールに合わせ、感染症対策を呼びかけ、常に意識して感

染症対策を徹底し年間を通してインフルエンザ等感染症の発生を防ぐことが出来た。 

そのことにより、利用者の健康を守り長期入院やご逝去率を少なくでき、稼働率安定につ

なげることができた。 

 

4.次年度への課題 

・中期重点項目の目標、事業計画に沿って事業運営を進める。 

・利用者の自己実現を大切にする関りを持ったケアを実践し、笑顔あふれる幸せな生活へ

繋げられるようサービスの質の向上を引き続き目指していく。 

・SNSを利用した情報発信等や定期的な営業活動で、待機者確保に繋げる。また丁寧なケ

アを行い看介護連携で安定した稼働率を維持できるよう努めていく。 

・スタッフ各々の新しいアイデアや意見を尊重し皆で成長できる優花里を目指す。 

・業務効率化継続により生まれた時間を利用者の幸せな時間へとフィードバックしてい 

けるようリーダーを中心として具体的計画を立てていく。 



令和 7 年度 住宅型有料老人ホーム笠之原長寿園 事業報告（案） 

  

1. 中期（令和 6 年度～ 8 年度）重点項目の達成状況 

（１） 利用者支援の基本目標 

9月及び年度末の運営懇談会時に併せて、利用者・ご家族にアンケートを実施した。

おおむね肯定的（ありがたい・よくしてもらっている等）の意見であったが、アンケ

ートには書きづらいこともある可能性があるため、アンケートだけではなく、日常的

なコミュニケーションを意識し、小さなことでもすぐに連絡することで、家族とのコ

ミュニケーション及びニーズの把握に努めた。 

（２） 人材獲得・人財育成とチームワークの強化 

介護リーダーを中心に、利用者処遇やイベントなど運営出来ている（クリスマス会 

等）。今年度はインスタグラムの更新頻度が減ったため来年度は積極的に行っていき 

たい。 

（３） 働きやすい職場環境作り 

有休休暇に関して全職員取得できており、ICT化などで職員の負担軽減につながり 

  業務の効率化が図れた。結果夜勤者を 2名から 1名に変更できた。今後も費用対効果 

  を意識しながら必要なものに関しては新しいものを導入しさらなる ICT化をすすめて 

  いく。 

   ハラスメントに関しては、研修を受講し、意識しながらの業務に当たれている。日 

  常のコミュニケーションを通しながら、悩み等はないか聞き取りなども実施できてい 

る。 

（４） 施設・設備の改善 

経年劣化のボイラーの故障などがあった。建物も木造建築の為年数が立つごとに建 

  物自体に不備が出てくることが考えられるので、物も建物も計画的に修繕等かけてい 

きたい。 

（５）入居率・稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

令和7年度は、上期9名・下期3名と入退去が多かったが、大きな空床をあけること 

なく運営出来たが待機者がいない時期もあったので情報発信に努める。 

   申し込みや入退去が出そうなときは、オペレーターの課長へとすぐに報告し、法人 

  全体の情報の共有を意識した。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

新しいコールシステムを導入し、生産性の向上として取り組んだ。1台のスマートフォ

ンに眠りコネクト、利用者のコールが集約したことで、一人夜勤にすることができた。結

果他事業所の夜勤業務（グループホームあいら・新川長寿園）へ兼務での職員を派遣する

ことができた。今後も 3有料のマニュアルの作成・業務仕分けを行いながら、職員の行き

来ができるようにしていきたい。 



3. 総合評価（年間行事計画の達成状況含む） 

・年間行事計画、事業計画通りにおおむね実施することができた。 

・1事業所ではなく、他の住宅型有料老人ホームやグループホームなど法人全体で協力し

運営出来た 1年であった。 

 

4. 次年度への課題 

・人材獲得（Instagramを活用した事業所の広報活動、ハローワーク求人票の差別化等） 

・働きやすい職場環境作り（業務効率につながるシステムの検討や活用） 

・施設、設備の改善 

・人材の有効活用（有資格者を他事業所兼務や、デイの日をまとめ応援に出すなど住宅型有

料老人ホームの働き方に関し、抜本的な見直しを行っていく。） 



令和 7 年度 住宅型有料老人ホームげんき 事業報告（案） 

 

1． 中期（令和 6年度～8年度）重点項目  

①利用者支援の基本目標 

・恵仁会の職員として 10の心得を遵守し、日々のケアに努めることができた。  

・ご家族、関係事業所とはチャットや電話、面会時に報告など定期的に行えた。 

感染時期は窓越しでの面会、差し入れなどは職員対応とした。 

・高齢者介護に必要な知識・技術を養うため、ミーティングや研修などで知識を深める 

ことができた。 

・日々の記録から AI を活用して早期に状態変化に早く気付けることも増えた。受診時 

の変化を報告できた。 

②人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・インスタグラム等の SNS をうまく活用できなかった。行事やイベントなどを実施して 

いたので、今後は都度情報発信を行う。 

・外部研修へ全職員が満遍なく受講することはできなかった。研修の案内を基に勤務調 

整行い、参加できる環境を整えていく。 

③働きやすい職場環境作り 

・眠りコネクト、見守りセンサーを活用することで、居室訪問の見守り回数を減らすこ 

とができ、夜勤中の書類整備の時間を作れた。 

・記録システムに職員も慣れ、ＡＩを活用して記録ができるようになり、時間短縮にな 

った。 

④施設・設備の改善 

毎日使う、道具・備品は劣化し、壊れた物もあり、その都度、経理担当と協議し早急に

対応できた。 

⑤入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・退去後 3日以内入居できないこともあったが、年間平均とすれば 3日以内には入所で 

きる結果であった。常時待機者 2名は難しく、定期的に家族やケアマネジャーから情 

報を取得し更新していきたい。 

・入居者・待機者を確保するため、鹿屋市内の居宅・病院を訪問したがタイミングよく 

入所につながったケースはなかった。サロンや地域に出向くことで、民生委員や地域 

の方からの紹介も増えると考えられるので、積極的に地域との関わりを増やしたい。 

 

2.生産性向上への取り組みについて 

①職場環境の整備 

・事務所にしているスペースは必要な物だけ置くように整理したが、倉庫に持っていった 

分の整理整頓ができなかった。 



②業務の明確化と役割分担 

・業務の役割を決め、一人の職員だけができる業務を無くすように取り組んだ。職員の 

意識の違いもあり、うまくいかないこともあった。 

③手順書の作成 

 ・業務マニュアルの見直しができなかった。職員の立場に応じた業務を可視化すること 

で、職員同士の業務の負担や改善点を整理する。 

④記録・報告様式の工夫 

 ・有料老人ホームの記録、定期巡回の記録システムがそれぞれある。同じ内容をそれぞ 

れ入力していることもある。統一できたら業務改善になるため、両サービスで使用で 

きるものがないか確認する。 

⑤情報共有の工夫 

 ・記録だけの確認であったり、引継ぎが職員間でできていないこともあった。 

⑥OJT の仕組み作り 

 ・勤務表作成など一緒に行い、管理者以外の職員も業務できるようになった。また、介 

護技術が苦手な職員を定期巡回で入浴・おむつ交換など経験させることができた。 

⑦理念・行動指針の徹底  

 ・事業計画を職員全体で進めることができるように、日ごろ目に入る場所に置くように 

した。また、行事や毎月の予算が分かるようにした。 

 

3.総合評価 

・毎月の行事や企画を情報発信できなかった。来年度は担当職員を決め、その職員を中 

心に取り組んでいく。 

・入院があったときに、入所・退所の対応など不慣れなことも多く、段取りがうまくで

きなかった。 

・祓川サロンを通して、地域との関わりの場所を作ることができた。利用者も今後は参 

加できるようにしていきたい。 

・法人内の 3有料老人ホームで職員の協力体制を整えることで、職員の負担軽減に取り 

組むことができた。 

 

4.次年度への課題 

・恵仁会 SNS を活用して事業所の企画や生活の様子の情報を発信していく。 

・介護サービス利用実績 90％以上を目標とし、利用者が必要なサービスを適切に利用で 

きる機会の確保に向け、通所との連携を強化する。 

・法人内の 3有料老人ホームの協力体制を継続していき、人員不足時には連携を図る。 



令和 7年度 新川長寿園事業報告（案） 

 

１．中期（令和６年度～８年度）重点項目の達成状況 

① 利用者支援の基本目標  

入居者様に対する支援方法を、毎月のミーティングで情報共有を行うことで、ケ

アの統一を図ることができた。 

部内外の研修の参加により職員のスキルアップに繋げることができた。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化  

行事企画等の実施後、SNS等を利用した外部への情報発信ができなかった。 

職員紹介制度の周知はできていたが入職には繋がらなかった。 

③ 働きやすい職場環境作り 

記録システムについて、職員によって入力時間の差が出てきている。今後も適宜

指導行うことで業務の効率化を図っていきたい。 

眠りコネクトを活用し、覚醒時に合わせてのラウンドを実施する事でラウンド 

回数の減少に繋がり、職員の負担軽減にも繋がった。 

職員の体調管理については、変調時に早めの報告を指示していたが、報告の遅れ

から必要な受診に繋がらず、体調悪化にいたる事例があった。令和 8年度は職員の

健康管理の徹底に努めたい。 

人員不足により、一部の職員に時間外労働の増加が見られた。緊急の人員不足時

は、他事業所と連携し、時間外労働の圧縮に努めたい。 

業務分掌を明確にし、各業務において経費の削減に努めた。冷暖房の温度管理を

行うとともに、入居者不在時の居室電灯の消灯を行うことにより、経費削減に努め

ることができた。 

④ 施設・設備の改善  

修理や購入を必要とする設備等に関して、事務局へ相談し協議のうえ改善を行っ

ている。必要な物品の洗い出しと購入頻度の見直しは継続し、来年度もコスト削減

に努めたい。              

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の向上） 

入居率 95％、退居後 3日以内は達成できたが、介護サービス利用率 90％につい

ては達成することができなかった。引き続き、入居者の意向と状況を踏まえ、必要

なサービス利用につなげる。 

入居者の体調変化をいち早く確認し、早期受診に繋げることができた。また家

族・CM・各事業所と連携を図ることで、長期の空床を防ぐことができた。 

毎月 1回待機情報の更新等行うように計画していたが実施できなかった。 

 

 

 



２．生産性向上への取り組みについて 

職場環境の整備と改善すべきことの洗い出しを行うことができた。業務分掌の見直し

を行ったが、依然として業務配分に偏りが見られるため、適宜見直しを行っていく。眠

りコネクトの活用により、入居者の変化を早期察知し受診に繋げることができた。感染

症発生時及び緊急時の対応手順について、職員間の意思統一が図られていなかった。事

業所内で使用しているチェックリスト等の見直しを行い、不要なものを廃止すること

で、業務軽減とペーパレスに繋げることができた。職員間の情報共有については、業務

日誌等の複数の方法で実施しているが、伝達不足が目立ち業務に支障が出る場面が散見

される。部内外の研修参加を促し、研修の内容の共有を行うことにより知識・技術の向

上を図っている。人員不足により定期的な面談が実施できなかったものの、業務中に事

業所及び法人の現状についての情報共有を実施し、理解を促した。 

 

３． 総合評価 

行事企画を実施した際、SNS等での発信ができなかったため、来年度は企画の実施

と事業所の良さが伝わるよう外部への発信を増やしていきたい。 

眠りコネクトを活用することで、入居者の体調変化に早く気づくことができ、必要

な受診へ繋げることができた。今後も記録システムと併用し、入居者様の体調管理に

役立てていきたい。 

避難訓練を年度内に 2回行い、通報訓練から避難誘導までの動きを確認することが

できた。定期的な役割の確認とマニュアルの周知を再度行うことで、今後も安全対策

に努めていきたい。 

職員の異動後、人員の補充がなかったことと怪我による休職が重なり人員不足の状

況が継続したが、他事業所の協力を得ることで入居者様の支援を継続することができ

た。定期的に面談を実施し、職員の現状や体調の把握に努める事が重要であると感じ

た。また、人員が補充された際は、他事業所への兼務を積極的に行い、協力体制を整

えていけたらと考える。 

 

4．次年度への課題 

・介護サービス利用について担当の CMへ相談し、サービス利用率 90％の目標につい 

て、入居者の意向と状況を踏まえたサービス利用につなげる。また、通所利用回数に 

ついては関係者と調整し、入居者 の体調の変化による通所利用の減少を防ぐため、 

体調管理に努める。 

・内外部事業所や医療機関より生活保護世帯の相談や入居申し込みが増えてきている。

入居等に関しての相談があった際、職員全員が新川長寿園の現状を把握したうえで、

待機者確保に繋がる対応ができる様、指導を行う必要がある。 

・部内外の研修や勉強会の参加を促すことで、職員の知識と技術の向上を図っていく。 



令和７年度 養護老人ホーム寿光園事業報告（案） 

 

１．中期（令和６年度～８年度）重点項目の達成状況 

①令和７年度措置費収入実績 

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 

11,737,506 11,718,257 11,690,549 11,767,483 12,367,903 11,820,989 

１０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 

11,945,040 12,040,585 12,496,984 11,852,355 11,742,461 13,124,279 

 

総   計 144,304,391 

②令和７年度法人内介護サービス利用実績 

共生るり 舷揮くん 長寿園ﾃﾞｲ 訪問介護 定期巡回 居宅長寿園 相談ｾﾝﾀｰ 

22,056,990 14,276,420 12,593,150 808,020 28,609,070 3,019,970 3,386,700 

 

総   計 84,750,320 

  ・措置費収入：予算達成 

 ・法人内介護サービス利用：予算達成 

 

２．総合評価 

〇利用者の確保 

・Ｒ７年度は、9 名の退所（永眠退所 4、施設入所 4、在宅復帰 1）が発生した。それに 

伴い、入所対象者の早期の検討･調査を実施し、早期の 9名の入所調整ができた。 

・現在６市町村から寿光園への入所依頼を受けております。６市町村の担当課の職員と連 

携を密に取り、待機者の紹介・情報提供をいただくことができた。 

〇入所者個々に合った介護サービス利用の促進 

・寿光園での生活が継続できるよう、入所者個々のニーズに沿った介護サービスの利用を 

促進し、介護予防･健康維持につなげることができた。 

 ・法人内の介護サービス利用についても、目標８千万円に対し、８千４５０万円と達成す 

ることができた。 

〇働きやすい職場環境作り 

 ・緊急やむ負えない場合を除き超過勤務は発生していない。 

 ・定期的な面談を実施し、入所者・家族、職員間の悩み事などないか、今の職場が適して 

いるのかなどを聞き取り、適材適所の事業所への異動の検討や職種の変更などを行い、 

離職率の低下に努めた。 

〇入居率、稼働率の向上 

・鹿屋市内の居宅介護支援事業所に出向き、養護老人ホームの役割や入所規定などをお話 

しし、行先に困窮している困難辞令の利用者の情報などを聞き取ることができた。 



 

〇地域との連携 

  ・町内会、高齢者クラブとの交流（信和会合同運動会、オレンジカフェ、その他）を、 

一年間を通じて実施することができた。 

  ・今年度は、コロナで途絶えていた春祭りを 6 年ぶりに開催することができた。エリア 

全体の取り組みで、事業所の利用者及びご家族、地域の子供さんから高齢者の方々ま 

で、総勢 500 名ほどの参加があり、大盛況のもと終了することができた。 

 

３．次年度への課題 

・物価高騰が続く中、引き続き電気、水道、ガスの無駄遣いに気を付け経費削減に全職員で 

取り組む。 

・配食サービス（トータルフーズサービス）を利用する中、入所者の皆様には、配食にはな 

い食の喜びを提供していく必要があので、施設内行事や外食などの支援をしていきたい。 

・令和 8 年度も、日々の健康管理をしっかり行い、入院による生活費の収入減を防ぐ必要が 

ある。 

・法人内介護サービスの利用については、目標を達成することができた。次年度も、入所者･ 

ご家族の希望及びニーズに沿った利用に努め、入所者の方々が安心で安全に生活できる 

とともに、前年度を上回る実績を残したい。 

・地域との交流については、高齢者クラブとの合同運動会の開催、地域の「オレンジカフェ 

かさんばい」の開催の他に、春祭りや笠野原小学校との交流学習を実施し、町内会主催の 

祭りや町内会の諸行事へ参加していきたい。 



令和 7 年度 相談支援事業所長寿園あかり 事業報告（案） 

 

1． 中期（令和 6 年度～8 年度）重点項目 

① 利用者支援の基本目標 

・利用者の自立と社会参加を目指し、本人主体、本人中心の支援を行った。 

・関係機関との顔の見える関係性を構築し、地域におけるチームアプローチを行った。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・3 人体制となり、継続して機能強化型事業所として利用者様の相談対応に当たった。 

・体制加算については、精神障害者支援体制加算（Ⅰ）の取得を目指したが、関係医療機関の体 

制等が要件を満たさず、算定することができなかった。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・相談支援専門員間で情報を共有することで、一人で抱え込まずに、一緒に考える機会を大切に 

し、利用者にとって最善の策を模索できるよう努めた。 

・悩みを打ち明けやすいように、職員同士の信頼関係の構築を図った。 

④ 施設・設備の改善 

・利用者の利便性の確保、事業運営の効率化を目的とし、サテライト事業所の開設準備を行っ 

た。職員のみでなく、来客者が快適に過ごすことができるよう努めた。 

⑤ 入居率、稼働率の向上（組織持続可能性の確保） 

・内部生産性の向上を意識しながら、新規相談受け入れを行い、125件の新規相談を受け付けた。 

 

2. 生産性向上への取り組み 

① 職場環境整備 

・相談受付時等は、他事業所の相談室を活用するなど、相談しやすい環境つくりに努めた。 

② 業務の明確化と役割分担 

・各職員の業務内容を把握し、状況に応じて業務の引継ぎや共有を行った。 

・システムの使用方法や活用方法について共有し、業務の効率化に努めた。 

  ③ 手順書の作成 

・計画作成や請求業務等について手順書の見直しを行い、業務のスムーズな遂行に努めた。 

④ 記録・報告様式の工夫 

・議事録作成アプリを活用し、業務の効率化を行った。 

⑤ 情報共有の工夫 

・LINEWORKSの活用や新規相談受付の共有等により相談支援専門員間の情報共有を行った。 

⑥ OJT の仕組み作り 

・状況に応じて複数の相談支援専門員で対応するなど、相談対応の質の向上に努めた。 

⑦ 理念・行動指針の徹底 

・職員間で業務状況等を適宜確認し、利用者対応に不備等がないかを確認した。 

・相談内容に対応するため関係機関との連携を図り、利用者の生活やサービス利用が適切に 

行われるよう努めた。 

 

3. 総合評価 

・相談支援専門員の増員に伴うケース引継ぎや事業所間の引継ぎ等を適切に行い、利用者のサービ 

ス利用について、関係機関と連携を図りながら、適切に業務を行うことができた。また、125件 

の新規相談依頼を受け、適切にサービス利用を開始することができた。 

・利用者が安心して生活を送ることができるよう、福祉サービスの利用支援だけでなく、世帯全体 

に対する支援や、各種制度の利用支援等を行った。 



・行政や関係機関と連携を密に図り、適切な事業所運営に努めた。 

 

4. 次年度への課題 

・利用者に対する適切な相談支援を実施するとともに、関係機関との連携を密にし、地域の現状把 

握を行うことで、安定的な事業所運営を行う。 

  ・相談支援専門員の確保に努めるとともに、研修の受講や OJT 等の実施により、相談支援技術の

向上に努める。 

  ・法人内事業所の運営状況を把握し、連携を図りながら法人内事業所の事業運営の安定に尽力する。 

  ・ICT の活用により、業務の効率化を図るとともに、職員間で相談しやすい環境を作ることで、働

きやすい職場環境作りに努める。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 7年度 児童発達支援事業所あかり 事業報告（案） 

 

１．令和 7年度目標達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・専門的支援体制加算および児童指導員等加配加算は取得の継続ができているが、放

課後等訪問支援及び専門的支援実施に関しては、マンパワーの不足により実施計

画を作成する体制が整わなかったため、取得できず。 

   ・保護者 15人が主体となり、地域を対象にした研修会を実施、保護者のつながりか

ら園や学校教諭まで幅広い参加の会となった。2日間合わせ、約 150名の参加とな

っている。また茶話会やお子様が支援学校に行かれている先輩保護者からの話な

ど様々な保護者支援を実施できた。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・あかりキッズとの職員交流、連携は少しずつではあるが増えているが、普段からの

交流についてはまだ発展途上である。様々な企画を通して、共に動く機会を作る。 

・元気な挨拶からはじまり、良い雰囲気作りを実施。 

・発言しやすい環境、意見が違った場合に、理念を念頭に置きながら支援方法につい

て皆で合意形成を行っていくことが大切と職員全体で共有するミーティングを実

施した。 

・成長の記録の廃止（画像をプリントして送ることがメイン）と共に、保護者へ 

LINEWORKSにて情報発信を行うための登録をすませ、令和 8年度から開始予定。 

・退職者が生じたため、外部からの人材獲得を検討したが繋がらず、内部調整が主と 

なった。業務の負担感の軽減及び効率化を図り、実施していく。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・契約書類等の電子化については、期中に準備が完了したため、令和 8年度より順次 

実施していく。 

・クラウドシステムの Boxの活用、LINEWORKSの活用による業務効率化を図ってきた。 

 

④ 施設・設備の改善 

・あかりキッズと合同で倉庫の購入と設置済み。事務所・倉庫の整理を定期的に行い、 

使いやすい環境を整えている。今後も継続する。 

 

⑤ 入居率・稼働率の向上 

【予算達成状況】未達成 

・令和 6年度（11.2/日）令和 7年度（10.7/日）と稼働率は減った。 

・年齢のグループ編成により、断らざるを得なかったケースがあったため、令和 8年

度は相談はすべて受け入れられるよう、年齢混合グループなど柔軟な対応をする。 

・体制加算については兼務の協力等で算定することができた。 

・在宅会議の資料等から、光熱費や印刷代など職員で共有し節約に繋がるようにした。 

   ・保育所等訪問支援事業については、基準や加算の配置上実施が難しく、（当日急に

行きますというわけにはいかないため）、実施ができなかった。計画的に実施に繋

げていく。 

 



２.生産性向上への取り組み 

職場環境については、倉庫を購入し屋外設置することで、季節物品や書類関係など整理で

きるようになった。業務の明確化や役割分担については、計画実施評価までの一連の流れが

うまく稼動しなかったことや、これまでの流れを変えることへの職員の戸惑いも変更をす

ることができなかった。過去の蓄積されたプログラムなどを運用していくことで、どこでも

だれでも一定の支援ができるようなアプローチをおこなっていく。 

 

３．総合評価 

・今年度の始まりが、職員の急な異動などにより計画通りに進むことが難しいスタートで 

あったが、アクシデントや事故等なく 1年を終えることができた。 

・あかりが大切にしてきている保護者支援について、より踏み込み、保護者主体での研修 

実施や茶話会の実施、また毎年数名は就学する特別支援学校について先輩保護者から 

の学びの場を作ることができた。 

・新たな職員の定着がうまくいかない要因として、子どもの状態変化に応じた都度の対 

応、既存職員による指示の違いへの戸惑い、クラス担任でのプログラム考案などが挙げ 

られる。 

理念や支援方針にそった支援をおこなうこと、また大人が楽しいと子どもも楽しい。楽 

しい、もっとしたいから発達は育まれるといった視点で支援をおこなう。 

 

４.次年度への課題 

・稼働の維持を図るため、また数年単位での利用児確保に繋げていくため、あかりの特 

色を生かした広報活動（対象を広げたＳＮＳの発信・パンフレットの刷新と配付） 

・新入職員へのフォローアップ体制の強化。プリセプター制は実施しているが、プリセプ 

ターとなる職員への助言やフォローを行う。 

・これまで蓄積したプログラムの運用をすることで、プログラム考案や準備の効率化及び 

職員の負担軽減。その分、子どもの発達段階に応じた課題設定について職員で共有を図 

ることで、新入職員の支援の育成にも繋げる。 

・兼務職員の配置の工夫により、保育所等訪問支援の実施に繋げる。 

 

 



令和 7年度 児童発達支援事業所あかり 事業報告（案） 

 

１．令和 7年度目標達成状況 

① 利用者支援の基本目標 

・子ども同士のやり取りを大切に育み、お互いによい刺激を受けながら新たな遊びの 

発見や展開に繋がるよう支援してきた。複数回利用を希望する子どもも増え、あか

りキッズが利用する子どもたちにとって大切な場所になった。 

・事業所評価に繋がる専門的支援体制加算について、他の部署からの応援もあり維 

持することができた。 

   ・保護者 15人が主体となり、地域を対象にした研修会を実施、保護者のつながりか

ら園や学校教諭まで幅広い参加の会となった。2日間合わせ、約 150名の参加とな

っている。保護者の茶話会では、キッズの保護者が未就学の児発あかりの保護者へ

受容的態度で話を聞く場面も見られ、保護者ならではの交流や学びの場となった。 

② 人材獲得・人材育成とチームワークの強化 

・保護者の同意を得て、児発あかりからの情報を活用し継続した支援に繋げるなどの

連携、またあおぞらカフェなど協力して実施に繋げた。 

・兼務職員などの定着は図れるようになってきたが、新入職員の定着までにつながら

なかった。新人育成について、OJT 及び Off-JT 等の受け入れマニュアルを作成し

人材育成ができる環境作りを行う。 

・児発管の急な退職などがあり、次の担い手不足の課題が生じた。計画的な人材獲得・

育成を図っていく必要がある。 

・ＳＮＳの活用は、事業所としては頻度が少なかったが、クリエイティブオフィスの

力を借り、発信してもらう機会を作った。 

③ 働きやすい職場環境作り 

・夏休み期間中、アルバイトの確保をすることで職員が記録や活動準備にかかる時間

を職員が交代で取ることができるようになった。 

④ 施設・設備の改善 

・児童発達支援事業所あかりと合同で倉庫の購入と設置済み。事務所・倉庫の整理を

定期的に行い、使いやすい環境を整えている。今後も継続していく。 

 

⑤ 入居率・稼働率の向上 

【予算達成状況】達成 

・令和 7年度予算目標は、年間延べ 3,184人、日平均 10.4人に対し、実績年間延べ

3,500人、日平均 11.3人となり、（延べ＋316人、平均＋0.9人）、件数達成率 108％

という結果となった。空き状況の随時発信により、利用回数の増加や振り替えや契

約利用回数範囲内の利用追加について積極的な受け入れ調整の実施。また利用増

加の際の送迎に関して法人内協力体制を作ったことで、目標達成に繋がった。 

 

２.生産性向上への取り組み 

電子契約書の開始により、ペーパーレスおよび準備の簡素化。また、保護者負担の軽減 

にもつながった。3月には紙の連絡帳から LINEWORKSを活用した連絡帳機能に変更したこ 

とで、療育記録にもデータを活かせるなど、事務作業の効率化につながっている。 



職員もその活用にも慣れることができている。 

また、利用料引き落としの手続を行っており、職員の煩雑な業務の軽減を図っている。

その他、AI 議事録等の活用により、書類作成の時間短縮にも繋がった。来年度はシステ

ムを活用した連絡帳機能の開始及び個別支援計画書作成の一連の作業についても、シス

テムの活用を図っていく。 

 

３． 総合評価 

・4月は急な人事異動などが発生、1年生の新規利用 12名の開始など、大変な状況が重な

ったが、アクシデントや事故なくスタートを切ることができた。 

・法人内の協力により兼務職員や送迎担当職員が増えることで協力体制が充実したが、新

入職員等の定着には繋がらなかった。 

・夏休み等子どもが終日利用する場合の職員の事務やプログラム企画作成の時間確保の

問題があった。夏休み中のみ勤務可能な非常勤職員を 2名確保することができ、職員の

事務時間等の確保に繋がった。 

・事業開始後初めての県の運営指導があり、指摘事項もなかった。 

・年間行事計画については時期がずれることもあったが概ね実施できており、虐待防止研

修や感染症関連研修（ＢＣＰ含む）は児童発達支援事業所あかり等とも協力して実施す

ることができた。 

 

4.次年度への課題 

・稼働の維持及び、3月から取得できている児童指導員加配加算の算定継続ができること

で、安定的な事業運営を図る。 

・事業所で新入職員と共に育つための受け入れマニュアル等の作成とそれに沿った育成 

環境を整えていく。 

・新入職員へのフォローアップ体制の強化。プリセプター制は実施しているが、プリセプ 

ターとなる職員への助言やフォローを行う。 

・療育を利用する保護者（法人内にとどまらず）の会など実施をすることで、保護者支援 

の充実を図る。 

 

 



令和７年度 池田保育園 事業報告（案） 

 

１ 中期（令和 6年度～8年度）重点項目の達成状況 

① 食育・アレルギー対応 

・各種マニュアルを用いて、園内研修で周知を行った。食育に関しても、管理栄養士

を講師に招き、好き嫌いに対する保育士のかかわり方について講義していただい

た。 

➁危機管理 

・遊び中の嘔吐があったが、マニュアル通りに動くことは難しい場面もあったため、 

行動できるマニュアル確認や修正・周知が必要である。 

・春夏は特に、お散歩時・プール遊びなど重大事故の防止に取り組む中で、熱中温度

計での測定を毎日行い安全管理に努めた。 

・午睡中の突然死症候群防止のため、5～10分おきのブレスチェックを行うとともに、

園児の顔色のチェックも併せて行った。 

➂虐待と不適切な保育の防止対策 

・虐待・不適切保育については、「人権擁護のためのセルフチェック」を年１回実施。

回覧し、自分以外の意見を知る機会を設けた。 

➃感染症対策の徹底 

・感染症予防について、玩具消毒の徹底（使用都度）、次亜塩素によるかばん棚・床・ 

窓・トイレ・玄関等の消毒を毎日行った。 

・大隅感染者情報を掲示し、保護者への注意喚起を行った。 

 

２ 生産性向上への取組 

①保育理念について。 

・子供たちが興味を引く環境設定や遊びを提供し、自由に選択することで個性を引き

出せるよう、配慮した。 

➁保護者支援 

・保護者と、連絡帳や登降園時の振り返りで、園と家庭での情報共有に努めた。 

・Instagramの投稿は、喜んでいただけているので、今後も継続する。 

・相談は事務所にて、担任と園長とでお話を伺い、信頼関係を築いた。 

➂人材育成 

・防火管理責任者・２名育成協会ｷｬﾘｱｱｯﾌﾟ研修受講・施設長研修・安全研修等受講。 

・誕生会・行事・調理・事務等、役割を明確にしたことで業務の効率化を図ることが 

できた。 

・月 1回園内研修を設け、保育所保育指針の読み合わせとテーマに沿った内容の研 

修を実施した。 

 



➃園児確保・新規獲得目標 

・４月より定員１１名でスタートし、８月より０歳児入園により定員１２名で稼働。 

・待機者への現状確認を定期的に実施し、新規入園の状況把握に努めた。 

・R8年度園児確保に向けて、他事業所のお力をお借りして、フリーペーパーへの掲 

載や、商用施設への掲示、ポスティングを行うが、R8年度は 9名のスタートとな 

る。 

⑤年間指導計画、誕生会、避難訓練、運動教室、園内研修は予定通り実施することが出

来た。 

 

３ 総合評価 

・令和 7年度は、鹿児島県の立入調査で、口頭指摘があったが、修正・改善につなげて

いる。 

・虐待防止、重大事故防止、感染対策、食育・アレルギー対応、人材育成、 園児確保

の各項目で成果をあげた。 

・虐待防止のため、園児の身体と心の健康を確認する方法を強化、また一人一人の子ど

もを尊重しながら不適切な保育を防止することに努めた。 

・重大事故防止で は、午睡時の安全管理やプールの監視体制を整え、警察官立会いの

もとで不審者訓練を 実施した。感染対策に関しては、感染症対策マニュアルに基づ

き職員会議で対応を周知 し、1日 2回の消毒と定期的な換気を実施。 

・食育・アレルギー対応では、季節の食材を使った食育活動や離乳食児への対応を確実

に行い、給食の質向上に努めた。 

・人材育成においては、職員の外部研修への参加を促すことで、保育の質を向上させる

ことができた。おおむね適正な運営がされていると認められており、引き続き健全な

運営に努めていく。 

 

４ 次年度への課題 

・園児獲得に向けてサーチや令和 8年度よりスタートする「保活情報連携基盤」での見

学者の獲得を行い入園へ繋げる。 

・共同利用契約事業所を定期的に訪問することで新規入園の可能性と園児の申し込み

へ繋げる。 

・園児の兄弟・親戚も楽しめる行事を行い、保護者と良好な信頼関係を築き、継続して

利用していただけるように努め、保育の質を落とさないように運営していく。 

  



令和 7年度 高齢者等訪問給食サービスセンター事業報告（案） 

 

１. 令和 7年度目標達成状況 

・利用者満足度向上への取り組み 毎年楽しみにして頂いている行事食は滞りなく提

供し喜びと感謝の手紙を頂いた。安否確認の徹底と配食時の声かけに取り組み利用

者の体調異変に早期に気づきご家族や緊急連絡先へ繋ぐことができた。 

・安全運転について 横断歩道手前での減速と歩行者優先の徹底、交通安全研修への

参加通じ交通安全意識を高めた。交通法規の遵守と安全運転に努め大きな事故はな

く、障害物センサー搭載車導入以降接触が減少している。 

・集団食中毒、感染症、異物混入防止について 大量調理マニュアルに則り衛生管理・

温度管理に努めた。異物混入について食材開封時と使用前の二重チェックや調理場

入室前と作業切り替え前に衣服の付着物チェック行い異物混入防止に取り組んだ。 

 

２．総合評価 

・食数は予測を下回ったが委託金の中で運営することができた。 

・物価高騰の中食材費を抑えるために業者の再選定を行った。また他事業所を見学し

意見交換行い食材費をおさえながら利用者の満足度を下げないよう尽力した。 

・年間行事計画に従い行事食や各種点検、清掃、勉強会への参加を行うことができた。 

・定時出退勤に努めた。また、休職や退職による人員不足が続いていたがどうすれば

今いる人員で回すことができるか意見を出し合い作業効率化にも繋がった。有給取

得率も高かった。 

・労災ゼロを目指し始業前体操と作業中の声かけ確認に取り組んだ。調理場でも配達

先でも走らないよう心がけた結果、転倒がなくなり今年度も労災はなかった。 

 

３．次年度への課題 

・引き続き経費削減に努め委託費内での運営と未収金ゼロに努める。 

・交通法規の遵守、安全運転、無事故無違反に努める。 

・食の安心（食中毒予防・衛生管理・アレルギー食や治療食・異物混入防止）を守る。

旬の食材を使ったメニュー、調理方法の改良、業社展示会参加し新メニュー導入等

行い満足頂ける弁当作りに取り組む。 

・安否確認の徹底と配食時の一声運動。安心して生活して頂けるようご家族・ケアマ

ネジャー・ご利用中の事業所との連携を図る。 

・職員が長く働くことの出来る職場つくりのため引き続き労災ゼロに努める 

また介護や育児等家庭状況に合わせ、互いに協力しながら休暇取得の調整を行う。 

職員の状況（体調、体力、家庭状況）に応じて希望を聞き取り、勤務形態や職種変

更検討等行うことで働きやすく働き続けることのできる職場作りに努める。 



 

令和 7年度 ウィズ下祓川・桜ヶ丘市営住宅（高齢者世話付住宅）事業報告（案） 

 

１．中期（令和 6年度～8年度）重点 4目標の達成状況 

 ①新入居者含め 毎月第３月曜日「ふれあい会」等の交流会・介護予防体操へ参加を促す。 

 ②コロナ・インフルエンザ等の感染予防へ徹底した対策を促すと共に自己管理もしっかり 

行った。 

 ③人との関わりを持ちたい、会話したいとデイサービス利用されるようになり、鹿屋市の

体操教室ヘ定期的に参加できるようになった実績がある。 

 

２．生産性向上への取り組み 

 ①入居者一人一人のニーズに応えられるように関係機関との連携を怠らないようにまた 

 少しでも長く安心・安全な生活を維持できるように担当者会議等にも積極的に参加した 

②入居者の入退院時に際して、精神的・身体的に支援できるように本人・ご家族と話し 

合った。 

③入居者が、自立して在宅生活が出来る様に支援することを心がけた。  

        

３． 総合評価 

日常生活・会話の中で変化がないか見逃さない安心の見守りに努める事ができた。設備

の老朽化に伴う業務が増えているため、行政との連携を図っていく。 

 

４．次年度への課題 

 ①入居者に対して言葉一つ一つに気を使い対応していく中で、精神疾患の方への声かけの 

対応等を学ぶ必要があると感じたため、取り組んでいく。 

②認知症による近隣住民とのトラブルや迷惑行為が 2年近く続いたケースがある。介護保 

険サービスに繋げるまでが困難なケ－スであった。認知症の兆候に早めに気づき地域や 

専門機関と連携しながら見守る体制を整える必要があるので、学びと関係機関との連携 

を強化する必要がある。 


